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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと し

ます。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につい

て、 HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2002-2006, 2008-2009 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。 

Windows® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

JavaTMは、 Sun Microsystems, Inc. の米国内での登録商標です。

サードパーティ  ラ イセンス契約の詳細は、 製品インス トール DVD-ROM の ovinstall/license-agreements/SPI ディ レク ト リ

を参照して ください。
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ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが 新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP パスポート  への登録とサインインが必要です。 HP パスポート  ID の登録は、 次の Web サイ

トから行な う こ とができます。  

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポートのログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 新版をご入手いただけます。 詳細については、 HP の営業

担当にお問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインでは、セルフソルブ機能を提供しています。  お客様の業務の管理に必要な対話型の技術

支援ツールに、 素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は、 次のとおり

です。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポートユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。 ま
た、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト  を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP パスポート ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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第1章 WebLogic SPI のポリシー
この章では、HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WebLogic SPI)のメ ト リ ッ クの概要

および詳細情報を表形式で示します。 メ ト リ ッ クについての説明は、 受信した WebLogic SPI データを理解

する上で役立ちます。 また、 本章はメ ト リ ッ クのカスタマイズに必要な情報も提供します。

この章には以下のセクシ ョ ンがあ り ます。

• メ ト リ ッ クの概要

• メ ト リ ッ クの詳細

WebLogic SPI のメ ト リ ック

メ ト リ ッ クの概要

WebLogic SPI メ ト リ ッ ク  ポ リシーには、 WebLogic SPI のセッ ト アップ タスクを簡略化するために事前に

定義された設定が含まれています。 ただし環境によっては、 これらの設定をカスタマイズする必要がある場

合があ り ます。 この項と メ ト リ ッ クの詳細 (20ページ ) では、 カスタマイズに必要な基本情報を示します。

概要リ ス トでは、 メ ト リ ッ ク と各メ ト リ ッ クの も基本的な情報のリ ス ト を示します。 メ ト リ ッ ク概要表の

後に、すべての WebLogic Server メ ト リ ッ クについて個々のメ ト リ ッ クの詳細を示し、使用可能な場合はそ

れらのモニター テンプレートの設定を示します。 レポート またはグラフ作成のみに使用する メ ト リ ッ クに対

するモニター設定は存在しないため、 設定には 「N/A」 (該当せず ) と表示されます。

表1 で、 メ ト リ ッ ク概要シートの各列の項目について説明します。

表 1　 　 メ ト リ ック概要シート : 各列の項目

メ ト リ ック番号 メ ト リ ッ クに割り当てられた番号 (例 : 25 = B025)。 200 番台のメ ト リ ッ クは、

WebLogic Server の 1 つのインスタンスを対象に値を収集する ド リル ダウン メ ト

リ ッ クです (例 : 225 = B225)。

メ ト リ ック名 メ ト リ ッ クの略称 (例 : EJBTranRbPct = EJB Transaction Rollback Percent [EJB ト
ランザクシ ョ ンのロールバッ ク割合 ])。

説明 収集される メ ト リ ッ ク値。

使用可能な 
WebLogic Server 
のバージョ ン

そのメ ト リ ッ クを使用できる  WebLogic Server のバージ ョ ン (9.x、 10.x)。 

タイプ そのメ ト リ ッ クを収集する目的。

A = 警告通知

R = Reporter のレポート作成

G = Reporter のグラフ作成

領域 そのメ ト リ ッ クが対象とする  WebLogic Server の論理的な領域。 
9



表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域

1 B001_ServerStatus サーバーの

ステータス

すべて A 危険域

注意域

可用性

2 B002_ServerStatusRep サーバーのス

テータス : 
レポート作成

すべて R 可用性

5 B005_JVMMemUtilPct JVM で使用さ

れる ヒープ空間

の割合

すべて GA 危険域

重要警戒域

JVM

10 B010_ExQueThruRate 実行キューで 1 
秒あたりに処理

される要求の数

すべて GR パフォーマンス

11 B011_ExQThrdUtilPct サーバーの実行

キューに使用さ

れているスレッ

ドの割合

すべて GRA 危険域

重要警戒域

警戒域

パフォーマンス

12 B012_ExQueWaitCnt 提供されるまで

待機しているク

ライアン トの要

求数

すべて GA 警戒域 パフォーマンス

13 B013_SocketTrafficRt 1 秒当たりに開

かれるソケッ ト

接続の数

すべて G パフォーマンス

14 B014_ActiveSocketCnt 開かれているソ

ケッ ト接続の数

すべて GA 警戒域 パフォーマンス

15 B015_SrvrRestartsPct 許容可能な再起

動の発生する割

合

すべて GA 危険域

注意域

パフォーマンス

16 B016_GloThrePoolOverl
oad

グローバル ス
レッ ド  プール

のオーバーロー

ド条件

すべて A 危険域 パフォーマンス

17 B017_WorkloadMgrOver
load

Workload 
Manager の
オーバーロード

条件

すべて A 危険域 パフォーマンス
10 第 1 章



25 B025_EJBFreePoolWtRt フ リー プール

から  EJB Bean 
を利用できな

かった 1 分当た

りの回数

すべて GRA 注意域 EJB

225 B225_EJBFreePoolWait
Rate

フ リー プール

から  EJB Bean 
を利用できな

かった 1 分あた

りの回数 ( ド リ

ル ダウン )

すべて A 注意域 EJB

26 B026_EJBTimeoutRt EJB Bean の待

機中にク ライア

ン トがタイムア

ウ ト した 1 分あ

たりの回数

すべて GRA 注意域 EJB

226 B226_EJBTimeoutRate EJB Bean の待

機中にク ライア

ン トがタイムア

ウ ト した 1 分あ

たりの回数 ( ド
リル ダウン )

すべて A 注意域 EJB

35 B035_EJBTranThruRt 1 秒当たりの 
EJB ト ランザ

クシ ョ ンの数

すべて GRA 注意域 EJB

36 B036_EJBTranRbRt 1 秒当たりの、

ロールバッ ク さ

れる  EJB ト ラ

ンザクシ ョ ンの

数

すべて GRA 注意域 EJB

238 B238_EJBCacheHitPct 使用中のキャッ

シュ内の EJB 
の割合

すべて RA 注意域 EJB

240 B240_ServletAveExecTi
me

サーブレッ トの

平均実行時間

 ( ミ リ秒 )

すべて RA 注意域 サーブレッ ト

241 B241_ServletTimeCnt サーブレッ トで

費やされる時間

すべて R サーブレッ ト

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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242 B242_ServletReqRate 1 秒あたりの

サーブレッ トの

要求数

すべて RA 注意域 サーブレッ ト

245 B245_WebAppSessionCn
t

Web アプリ

ケーシ ョ ンの

オープン セッ

シ ョ ンの数

すべて RA 注意域 Web アプリ

ケーシ ョ ン

246 B246_WebAppHitRt Web アプリ

ケーシ ョ ンが実

行している  1 秒
あたりのオープ

ン セッシ ョ ン

の数

すべて R Web アプリ

ケーシ ョ ン

251 B251_JMSUtilByMessag
ePct

いっぱいになっ

た JMS サー

バーの割合 (す
べてのメ ッセー

ジ数ベース )

すべて RA 危険域

重要警戒域

JMS

252 B252_JMSUtilByBytePc
t

いっぱいになっ

た JMS サー

バーの割合

 (総バイ ト数

ベース )

すべて RA 危険域

重要警戒域

JMS

253 B253_JMSThreshByMes
sagePct

サーバーで設定

したしきい値条

件に達し  た時

間の割合

 ( メ ッセージ数

ベース )

すべて RA 注意域 JMS

254 B254_JMSThreshByByt
ePct

サーバーで設定

したしきい値条

件に達し  た時

間の割合 (総バ

イ ト数ベース )

すべて RA 注意域 JMS

255 B255_JMSServerThruM
essageRt

1 秒あたり に 
JMS サーバーを

通じて渡された

メ ッセージの数

すべて R JMS

256 B256_JMSServerThruBy
teRt

1 秒あたりに 
JMS サーバー

を通じて渡され

たバイ ト数

すべて R JMS

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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260 B260_JDBCConnectionP
oolUtil

接続プール内の

使用可能な 
JDBC 接続の使

用率

すべて RA 危険域

重要警戒域

JDBC

61 B061_JDBCConPlWtCnt 接続プールから

の接続を取得す

るために待機し

ているク ライア

ン トの数

すべて GA 注意域 JDBC

262 B262_JDBCConnectionP
oolThruRt

1 秒あたりに接

続プールで処理

されるク ライア

ン トの数

すべて R JDBC

63 B063_JDBCConnectionP
oolLeakedConnectionsRt
Sum

閉じられていな

い JDBC 接続

と、 大待ち時

間を超えた 
JDBC 接続の数

すべて G JDBC

263 B263_JDBCConnectionP
oolLeakedConnectionsRt

JDBC 接続プー

ルのリーク した

接続の割合

すべて RA 注意域 JDBC

264 B264_JDBCConnectionP
oolFailures

JDBC 接続プー

ルの障害

すべて A 注意域 JDBC

265 B265_JDBCConnectionP
oolAvgConnectionDelayT
ime

JDBC 接続プー

ルの接続遅延

すべて RA 注意域 JDBC

70 B070_TranAveTime ト ランザクシ ョ

ンの平均コ ミ ッ

ト時間

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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270 B270_ConnectorConnect
ionPoolUtil

接続プール内の

使用可能な 
JCA 接続の使

用率

すべて RA 危険域

重要警戒域

コネクタ

71 B071_TranRollbackPct ロールバッ ク さ

れた ト ランザク

シ ョ ンの割合

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

72 B072_TranResErrRbPct リ ソース  エ
ラーのためロー

ルバッ ク された

ト ランザクシ ョ

ンの割合

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

73 B073_TranAppErrRbPct アプリ ケーシ ョ

ン エラーのた

めロールバッ ク

された ト ランザ

クシ ョ ンの割合

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

74 B074_TranTimErrRbPct タイムアウ ト  
エラーのため

ロールバッ ク さ

れた ト ランザク

シ ョ ンの割合

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

75 B075_TranSysErrRbPct システム エ
ラーのためロー

ルバッ ク された

ト ランザクシ ョ

ンの割合

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

76 B076_TranThruRate 1 秒当たりに処

理される ト ラン

ザクシ ョ ンの数

すべて GR ト ランザクシ ョ

ン

77 B077_TranHeurCnt ヒ ューリ ス

ティ ッ クな決定

を返すト ランザ

クシ ョ ンの割合

すべて GRA 警戒域 ト ランザクシ ョ

ン

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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78 B078_ConnectorConnect
ionPoolLeakedConnRate
Sum

閉じていないコ

ネクタ接続と、

大待ち時間を

超えたコネク タ

接続の数

すべて G コネクタ

278 B278_ConnectorConnect
ionPoolLeakedConnRate

JCA 接続プー

ルのリーク した

接続の割合

すべて RA 注意域 コネクタ

79 B079_TranCapacityUtil ト ランザクシ ョ

ン容量の使用率

すべて GRA 危険域

重要警戒域

ト ランザクシ ョ

ン

80 B080_ClsOutMesFailRt 1 分あたりにク

ラスタに再送さ

れたマルチキャ

ス ト  メ ッセー

ジの数

すべて GA 警戒域 ク ラスタ

81 B081_ClsInMesFailRt サーバーで失わ

れた、 ク ラスタ

からの 1 分あた

りのマルチキャ

ス ト  メ ッセー

ジ数

すべて GA 警戒域 ク ラスタ

82 B082_ClusterHealth ク ラスタの動作

状況

すべて GA 危険域 ク ラスタ

281 B281_XMLCacheDiskSiz
e

XML パーサー

での外部参照が

含まれるディ ス

クにキャ ッシュ

されたエン ト リ

の総数

9.x R なし XML キャ ッ

シュ

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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282 B282_XMLCacheMemor
y Size

XML パーサー

での外部参照が

含まれる メモ リ

にキャ ッシュさ

れたエン ト リの

総数

すべて R なし XML キャ ッ

シュ

283 B283_DeferredRequests
Cnt

保留状態の要求

の数

すべて GA 注意域 XML キャ ッ

シュ

284 B284_ReqWaitTimeForT
hread

スレッ ド要求待

ち時間

すべて GA 注意域 XML キャ ッ

シュ

85 B085_InvLoginAttCnt 無効なログイン

試行の回数

すべて GA 警戒域 セキュ リ ティ

285 B285_PendingReqCount 保留状態の要求

の数

すべて GA 注意域 XML キャ ッ

シュ

286 B286_PendingReqPct 保留状態の要求

の割合

すべて GA 警戒域 XML キャ ッ

シュ

287 B287_ReqMaxWaitTime スレッ ド要求

長待ち時間

すべて GA 注意域 XML キャ ッ

シュ

288 B288_StandbyThreadCo
unt

スタンバイ  
プールのスレッ

ド数

すべて GA 注意域 XML キャ ッ

シュ

289 B289_MDBProcMsgRate 処理されたメ ッ

セージ数

すべて R 特別なレポート

92 B092_ExQueThroughput 実行キューで 1 
秒あたりに処理

される要求の平

均数

すべて GA 注意域 タイム サービ

ス

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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812 B812_DomainInfo WebLogic ド メ

イン構成、 ク ラ

スタ情報、 およ

び物理的なコン

ピュータ

10.x R 特別なレポート

813 B813_ApplicationInfo WebLogic 
Server で実行

中のアプリ ケー

シ ョ ン

10.x R 特別なレポート

815 B815_TranInfo WebLogic 
Server のス

テータス

10.x R 特別なレポート

819 B819_JVMHeapFreeMe
m

JVM ヒープ空

き メモ リ

 (KB 単位 )

10.x G JVM

820 B820_SrvrRestReqrd 要サーバー

再起動

10.x AG Server

821 B821_Suspnded RequestManag
er 一時停止

10.x AG ThreadPool

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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822 B822_DstroydTlCnt プールからの 
bean インスタ

ンスがプールか

らスローされた

アプリ ケーシ ョ

ン以外の例外に

よって無効化さ

れた合計回数

10.x AG EJBPool

823 B823_EJBMssdCntRt
Sum

フ リー プール

からインスタン

スを取得するた

めに行った試行

が失敗した回数

10.x AGR EJBPool

824 B824_EJBMssdCntRt フ リー プール

からインスタン

スを取得するた

めに行った試行

が失敗した 1 分
あたりの回数

10.x A EJBPool

表 2　 　 メ ト リ ックの概要

番号 メ ト リ ッ ク名 説明

使用可能な 
WLS の
バージョ ン タイプ 重要度 領域
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メ ト リ ッ ク仕様の説明

WebLogic SPI メ ト リ ッ クは BXXX と して識別できます。 こ こで、XXX はそのメ ト リ ッ クに割り当てられた

番号です。 メ ト リ ッ ク番号の前に付いている 「B」 は、 そのメ ト リ ッ クがWebLogic SPI メ ト リ ッ クであるこ

とを示しています。 

• WebLogic SPI メ ト リ ッ ク番号は 0000 ～ 0999 の範囲です。 

• 0700 ～ 0799 の範囲は、 ユーザー定義メ ト リ ッ ク用に予約されています。

メ ト リ ッ クに対応するモニター テンプレート名は、 "WLSSPI" で始ま り、その後ろにアンダースコアと メ ト

リ ッ ク番号が続きます。 テンプレート名のメ ト リ ッ ク番号は、 4 桁の数値である必要があるためゼロが追加

されます (例 : メ ト リ ッ ク番号 B001 = モニター テンプレート  WLSSPI_0001)。

登録アプリ ケーシ ョ ン レポートの名前には、 メ ト リ ッ ク番号と メ ト リ ッ ク名が使用されます。 メ ト リ ッ ク番

号と メ ト リ ッ ク名の間はアンダースコアで区切られます。 た とえば、 メ ト リ ッ ク  5 の場合、 レポー ト は

B005_JVMMemUtilPct で識別されます。

表 3　 　 メ ト リ ック属性の定義

モニター ポリ

シー名

常に 「WLSSPI」 で始ま り、 メ ト リ ッ ク番号が続きます。 モニター テンプレート内で

は、 定義に記述されているよ うに設定を変更できます。 たとえば、 しきい値や重要度

の設定を変更できます。

メ ト リ ック名 メ ト リ ッ クに割り当てられた名前。 

メ ト リ ック  
タイプ

メ ト リ ッ クの使用法を示します。

• 警告通知 (モニター テンプレートの設定を使用 )

• レポート作成 (HP Reporter (別売り ) のレポート内)

• グラフ作成 (HP Performance Manager (別売り ) のグラフ内)

説明 メ ト リ ッ クの意味。

使用可能な 
WebLogic 
Server のバー

ジョ ン

メ ト リ ッ クを使用できる  WebLogic Server のバージ ョ ン (9.x、 10.x)。

重要度 : しきい値

による条件

しきい値を超えた条件に対する重要度 (危険域、 重要警戒域、 警戒域、 注意域、 正常域)。 

段階的なしきい値など、 メ ト リ ッ クに複数の条件が定義されている場合、 重要度レベ

ルは特定の条件に応じて設定されます。 

収集間隔 メ ト リ ッ クを収集して分析する間隔 (5 分、 15 分、 1 時間、 1 日 )。

HPOM の最小 /
最大しきい値

この設定はすべての WebLogic Server メ ト リ ッ クで同じであるため (すべてが 大し

きい値 )、 省略されます。

HPOM の
デフォルトの

しきい値

メ ト リ ッ ク とそれに対応するモニター テンプレートに関する  HPOM のデフォルトの

しきい値を示します。 HPOM の警告は値以下または値以上にしか設定できないため、

しきい値 0 を意味する メ ト リ ッ クでは 0.5 に設定されています。 これは、 しきい値が 
0 に設定されている場合、 常に警告が発生するためです。

HPOM のしきい

値タイプ

この設定はすべての WebLogic Server メ ト リ ッ クで同じであるため ( リセッ ト なし )、
省略されます。
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メ ト リ ッ クの詳細

このセクシ ョ ンでは、 WebLogic SPI メ ト リ ッ クの詳細を説明します。

メ ッセージ 
グループ

メ ト リ ッ クが属する  HPOM メ ッセージ グループ

(WLSSPI = WebLogic SPI で発生する条件、

WebLogic = WebLogic Server で発生する条件 )。

メ ッセージ 
テキスト

各条件で表示される メ ッセージ。

指示文 問題を解決するための情報の日本語訳 (原因、 影響、 処置、 およびレポート )。

レポート  タイプ レポート またはグラフが使用可能なと きにそれらを生成する方法 (登録アプリ ケー

シ ョ ン、 自動、 オペレータ起動、 なし )。

• 登録アプリ ケーシ ョ ン - HPOM の登録アプリ ケーシ ョ ンからレポート を生成でき

ます。

• 自動 - イベン トが検出される と、 レポートが自動的に生成されます。

• オペレータ起動 - レポート またはグラフは、 オペレータによって手動で生成されま

す。

• なし  - レポート もグラフも設定されていません。

自動またはオペレータ起動のレポートは、 すべて登録アプリ ケーシ ョ ンで使用できま

す。 ただし、 登録アプリ ケーシ ョ ンのレポートの中には、 自動またはオペレータ起動

で使用できないものもあ り ます。 MEASUREWARE データの収集のみを行う メ ト リ ッ

ク  (警告なし ) を使用するレポートには、 オペレータ起動アクシ ョ ンまたは自動アク

シ ョ ンを使用できる  HPOM テンプレートはあ り ません。 これらのレポートは、 登録

アプリ ケーシ ョ ンでのみ使用できます。 

領域 メ ト リ ッ クが対象とする論理的な領域 (可用性、 JVM、 パフォーマンス、 EJB、 サー

ブレッ ト、 Web アプリ ケーシ ョ ン、 JMS、 JDBC、 ト ランザクシ ョ ン、 コネクタ、 ク

ラスタ、 XML キャ ッシュ、 セキュ リ ティ、 タイム サービス、 特別なレポート )。

表 3　 　 メ ト リ ック属性の定義
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メ ト リ ッ ク  B001_ServerStatus

モニター ポリシー名 WLSSPI_0001

メ ト リ ック名 B001_ServerStatus

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 サーバーのステータス、 動作状況の監視

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : しきい値による条件 危険域 : WLSSPI-0001.1、 しきい値 5
注意域 : WLSSPI-0001.2、 しきい値 1.5

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0001.1: Server status is unknown (down) [Policy: 
<$NAME>] 
WLSSPI-0001.2: Server status: Suspended [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、 サーバーごとにステータス  (実行中 
(RUNNING)、 シャ ッ ト ダウン処理中、 シャ ッ ト ダウン保留中、 中断中 
(SUSPENDED)、 または不明 (UNKNOWN)) をレポート します。

サーバーが実行状態にない場合、 以下のイベン トが発生した可能性が

あ り ます。

1 WebLogic 管理者が、 Administration Console から  [ このサーバー

を正常に停止 ] を選択しました。

2 WebLogic 管理者が、 Administration Console から  [ このサーバー

を正常に停止 ] を選択しました。

3 その他の理由でサーバーが停止した可能性があ り ます。

影響 : サーバーがシャッ ト ダウンされているか、 シャッ ト ダウン処理中

の場合、 サーバーに接続できなく なり ます。 サーバーが中断されている

場合、 サーバーは管理サーバーからの要求だけを受け取り ます。 
WebLogic Server を中断すると 、 HTTP 要求へのサーバー応答だけが中

断されます。 Java アプリ ケーショ ンと  RMI 呼び出しは中断されません。

処置 : 指定されたサーバーが実行されていない場合は、 WebLogic 管理

者が適切なスク リプ ト を使用してそのサーバーを起動する必要があ り

ます。 その場合、 サーバーが管理サーバーであるか管理対象サーバーで

あるかによって、 起動スク リプ トが異なるため、 注意してください。

サーバーが中断した場合、 何らかの理由でその状態に陥った可能性が

あ り ます。 通常、 この機能は、 WebLogic Server が別のサーバーの

「ホッ ト 」 バッ クアップと して動作している状況で使用されます。 そ う

してよい場合は、 Administration Console から  [ このサーバーを再開 ] 
コマンドを実行します。

レポート  タイプ なし

領域 可用性
WebLogic SPI のポリシー 21



メ ト リ ッ ク  B002_ServerStatusRep

メ ト リ ッ ク  B005_JVMMemUtilPct

モニター ポリシー名 なし : レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B002_ServerStatusRep

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 サーバーのステータス : レポート作成

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン レポート  (ASCII レポート )

領域 可用性

モニター ポリシー名 WLSSPI_0005

メ ト リ ック名 B005_JVMMemUtilPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 JVM で使用される ヒープ空間の割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0005.1、 しきい値 98
重要警戒域 : WLSSPI-0005.2、 しきい値 95

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0005.1: % of heap space used (<$VALUE>%) too high 
(>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

WLSSPI-0005.2: % of heap space used (<$VALUE>%) too high 
(>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : JVM は、 使用可能なヒープ領域を使い果たしています。 JVM の
ヒープ サイズの設定が、 ク ライアン トの負荷に対して低すぎる と思わ

れます。

影響 : JVM のヒ ープ サイズによって、 VM がガーベジ  コレクショ ン

 (未使用の Java オブジェク ト の割り 当て解除) を行う 頻度と 期間が決

まり ます。 Java プログラムのオブジェク ト は Java ヒ ープに保持されま

す。 実行中のプログラムのポインタからオブジェク ト を参照できなく な

ると 、 そのオブジェク ト はガーベジ  コレクショ ンの対象になり ます。 

ガーベジ コレクシ ョ ンはパフォーマンスに影響を与えます。 これは、

ガーベジ コレクシ ョ ンの実行中は、 JVM の処理が継続できないから

です。 ガーベジ コレクシ ョ ンによる影響の許容範囲はアプリ ケーシ ョ

ンによって異なるため、 実際のガーベジ コレクシ ョ ンの実行時間と発

生頻度を分析してから調整する必要があ り ます。

ヒープ サイズを調整する目的は、 ガーベジ コレクシ ョ ンに費やす時間

を 小にしながら、 所定の時間に処理できるク ライアン トの数を 大

にするこ とです。

ヒープ サイズを大き く設定する と、 完全なガーベジ コレクシ ョ ンの処

理速度は遅くなり ますが、 発生頻度は少なくな り ます。 ヒープ サイズ

を小さ くする と、 完全なガーベジ コレクシ ョ ンの処理速度は速くな り

ますが、 発生頻度は多くなり ます。

処置 : ヒープ サイズの調整については、 使用している  WebLogic 
Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してくだ

さい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

サーバーの起動に使用するスク リプ トの Java コマンド行で、 -Xms お
よび -Xmx オプシ ョ ンを使用してヒープ サイズを設定できます。 

-Xms オプシ ョ ンを使用して、 ヒープの 小サイズを設定します。 この

値は、 1 MB よ り大きい 1024 の倍数に設定します。 

-Xmx オプシ ョ ンを使用して、Java ヒープの 大サイズを設定します。 
この値は、 1 MB よ り大きい 1024 の倍数に設定します。 

通常は、 小ヒープ サイズと 大ヒープ サイズに同じ値を設定しま

す。 Java 1.3 HotSpot JVM を使用している場合は、世代領域のヒープ 
サイズも設定します。 ヒープ サイズは、 システムで利用可能な RAM 
の容量よ り大き く しないでください。 システムがページをディ スクに

スワップしない範囲で、 できるだけ大きなヒープ サイズを使用しま

す。 システムでヒープに利用可能な RAM の容量は、 ご使用のコン

ピュータのハード ウェア構成と実行中のプロセスのメモ リ要件によっ

て異なり ます。 そのため、 使用可能な RAM の容量を判断する際は、

システム管理者にお問い合わせください。

一般的には、 オペレーティングシステムや他のプロセスが使用しない 
RAM の 80% を JVM で使用します。 大量の RAM が残っている場合

は、 よ り多くの WebLogic Server をコンピュータで実行して くださ

い。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン

領域 JVM
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メ ト リ ッ ク  B010_ExQueThruRate

モニター ポリシー名 なし : レポートおよびグラフの作成に使用

メ ト リ ック名 B010_ExQueThruRate

メ ト リ ック  タイプ レポート作成、 グラフ作成

説明 実行キューで 1 秒あたりに処理される要求の数。 WebLogic Server バー

ジ ョ ン 9.x および 10.x の実行キューは 1 つのみで す。

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B011_ExQThrdUtilPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0011

メ ト リ ック名 B011_ExQThrdUtilPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 サーバーの実行キューに使用されているスレッ ドの割合。 WebLogic 
Server バージ ョ ン 9.x および 10.x の実行キューは 1 つのみで す。

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0011.1、 しきい値 90
重要警戒域 : WLSSPI-0011.2、 しきい値 85
警戒域 : WLSSPI-0011.3、 しきい値 80

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0011.1: % of execute queue threads used (<$VALUE>%) too 
high (>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]

WLSSPI-0011.2: % of execute queue threads used (<$VALUE>%) too 
high (>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]

WLSSPI-0011.3: % of execute queue threads used (<$VALUE>%) too 
high (>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : WebLogic サーバーの実行スレッ ドの使用率が、 しきい値を超え

ました。 ク ラ イアン トから受信する要求の数が増加したため、 すべての

実行スレッ ドが割り当て済みになり ました。

影響 : 100% の使用率では、 WebLogic サーバーは受信する要求を処理

するためのスレッ ドを使用できません。

処置 : 実行スレッ ド  プールの調整については、 使用している  WebLogic 
Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してくだ

さい。 このドキュ メン トは、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/
index.html から入手できます。 システム管理者は、 Administration 
Console から実行スレッ ドの総数を増やすこ とができます。 ただし、 多

くのスレッ ドを追加しても、 必ずしも多くの作業を処理できるわけで

はないこ とに注意してください。 多くのスレッ ドを追加しても、 プロ

セッサのパワーによる制限は残り ます。 この値を不必要に増やすと、 パ

フォーマンスが低下するこ と もあ り ます。 スレッ ドはメモ リ を消費する

リ ソースであるため、 実行スレッ ドの数が多すぎる と、 メモ リの使用

量が増え、 コンテキス ト切り替えが増加するため、 パフォーマンスが低

下します。 スレッ ド数の値は、 アプリ ケーシ ョ ンが行う作業の種類に強

く依存します。 たとえば、 シン ク ライアン トで、 ク ライアン ト  アプリ

ケーシ ョ ンがその作業の多くを リモート呼び出しを通じて行う場合、

ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが接続に費やす時間は、 ク ラ イアン ト

側の処理を多く行う ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの場合よ り多くな

り ます。 そのため、 作業に追加スレッ ドを使用する必要がない場合は、

この属性の値を変更しないでください。 スレッ ドはク ラ イアン ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用に確保されません。

結果が返されるまでに時間のかかるデータベースへの問い合わせを行

うアプリ ケーシ ョ ンの場合、 短時間で結果が返される問い合わせをす

るアプリ ケーシ ョ ンよ り も多くの実行スレッ ドが必要になり ます。 後者

の場合は、 少数の実行スレッ ドを使用するため、 よ り良いパフォーマ

ンスが得られます。

Thread Count の設定については、 以下のシナリオを指針にして くださ

い。

Thread Count < CPU 数 : スレッ ド数を増やす

Thread Count = CPU 数 : スレッ ド数を増やす

Thread Count > CPU 数 (スレッ ド数が少し多い ): いく らかの調整が必

要な場合もあるが、 ほぼ理想的

Thread Count > CPU 数 (スレッ ド数が大幅に多い ): スレッ ド数を減ら

す

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。 

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B012_ExQueWaitCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0012

メ ト リ ック名 B012_ExQueWaitCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 このメ ト リ ッ クは、 各サーバーでの実行キューとそれに関連するス

レッ ド  プールを監視します。 特に、 処理を待つク ライアン ト要求の数

を監視します。

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0012.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0012.1: # of requests waiting to be serviced (<$VALUE>) too 
high (>=<$THRESHOLD>) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 処理を待つクライアン ト要求の数がしきい値を超えました。

大量の要求を継続的に受信したため、 処理が必要な要求数が利用可能

なスレッ ドの数を超えました。

影響 : ク ライアン トから見たパフォーマンスの低下。

処置 : 

ク ライアン ト要求が実行スレッ ドの割り当てを待っていますが、 多く

のスレッ ドを追加しても、 必ずしも多くの作業を処理できるわけでは

ないこ とに注意して ください。 多くのスレッ ドを追加しても、 プロセッ

サのパワーによる制限は残り ます。 この値を不必要に増やすと、 パ

フォーマンスが低下するこ と もあ り ます。 スレッ ドはメモ リ を消費する

リ ソースであるため、 実行スレッ ドの数が多すぎる と、 メモ リの使用

量が増え、 コンテキス ト切り替えが増加するため、 パフォーマンスが低

下します。

この状態が続く場合は、 プロセッサ パワーをアップグレードする必要

があ り ます。 別の解決策はリ ソースの追加です。 WebLogic サーバーが

ク ラスタ内で構成されている場合は、 負荷処理能力を高めるために、

ク ラスタに WebLogic サーバーを追加するこ とができます。 よ く設計さ

れたアプリ ケーシ ョ ンでは、 サーバーの追加でリニアなスケーラビ リ

ティが得られます。

実行スレッ ド  プールの調整については、 使用している  WebLogic 
Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照して くだ

さい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B013_SocketTrafficRt

モニター ポリシー名 なし : グラフの作成に使用

メ ト リ ック名 B013_SocketTrafficRt

メ ト リ ック  タイプ グラフ作成

説明 1 秒当たりに開かれるソケッ ト接続の数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 15 分

HPOM のデフォルトのしきい

値

なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B014_ActiveSocketCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0014

メ ト リ ック名 B014_ActiveSocketCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 現在開かれているソケッ ト接続の数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0014.1、 しきい値 5

収集間隔 15 分

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0014.1: # of socket connections currently open (<$VALUE>) 
too high (>=<$THRESHOLD>) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : オープン ソケッ トの数が、 しきい値を超えました。 現在のオープ

ン ソケッ トの数が、 その WebLogic サーバーで使用を想定している

オープン ソケッ トの数よ り大き くなっています。

影響 : オープン ソケッ トの数が、 割り当てられたソケッ ト  リーダー ス
レッ ドの数よ り大きい場合、 受信する要求はソケッ ト  リーダー スレッ

ドが解放されるまで待機する必要があ り ます。

処置 : Administration Console からソケッ ト  リーダー スレッ ドの数を

増やすこ とを検討してください。 使用を想定しているオープン ソケッ ト

の 大数まで増やすと よいでし ょ う。 実行スレッ ドをソケッ ト  リーダー 
スレッ ド と して機能するよ うに割り当てる と、 サーバーがク ライアン ト

要求を処理する速度と処理能力が向上します。 ただし、 ソケッ トから

メ ッセージを読み込む実行スレッ ドの数と、 実際にサーバーでタスクを

実行する実行スレッ ドの数のバランスをと るこ とが重要です。

実行スレッ ド  プールの調整については、 使用している  WebLogic 
Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してくだ

さい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ Serverstat グラフのオペレータ  アクシ ョ ン

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B015_SrvrRestartsPc

モニター ポリシー名 WLSSPI_0015

メ ト リ ック名 B015_SrvrRestartsPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成 ( ログの記録のみ。 グラフは作成されない )

説明 許容可能な再起動の発生する割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0015.1、 しきい値 90%
注意域 : WLSSPI-0015.2、 しきい値 70%

重要警戒域 : WLSSPI-0015.3、 しきい値 50%

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0015.1: % of permissible restarts (<$VALUE>%) too high 
(>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

WLSSPI-0015.2: % of permissible restarts (<$VALUE>%) too high 
(>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

WLSSPI-0015.3: % of permissible restarts (<$VALUE>%) too high 
(>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : サーバーの再起動率がしきい値を超えました。 

サーバーの再起動率とは、 その時間間隔に許可される再起動の 大の割

合です。 大値と間隔の両方を WebLogic Server で設定できます。

簡単に言えば、 サーバーの再起動の回数が多すぎるこ とを示します。 再
起動の根本的な原因を確認し、 WebLogic Server で設定した 大値また

は間隔を上げます。

影響 : ク ラスタ化されたサーバーの場合は、 ク ラスタの動作状況に影響

する場合があ り ます。

処置 : 再起動の根本的な原因を分析してください。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B016_GloThrePoolOverload

モニター ポリシー名 WLSSPI_0016

メ ト リ ック名  B016_GloThrePoolOverload

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 グローバル スレッ ド  プールのオーバーロード条件

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域: WLSSPI-0016.1、 しきい値 1.0

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0016.1: Global thread pool overload condition has 
occurred. Further incoming requests will get rejected. See the 
annotated reports for details.  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : グローバル スレッ ド  プールのオーバーロード条件に達しまし

た。 サーバーに格納できる要求 (キューに入っている、 または処理中

の要求 ) の総数を超過しました。

影響 : これ以降に受信する要求は拒否されます。

処置 :  実行スレッ ド  プールの調整については、 使用している  
WebLogic Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を

参照してください。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B017_WorkloadMgrOverload

モニター ポリシー名 WLSSPI_0017

メ ト リ ック名  B017_WorkloadMgrOverload

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 Workload Manager のオーバーロード条件

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0017.1、 しきい値 80%

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0017.1: Workload manager <$OPTION(workManager)> 
overload condition has occurred for the application 
<$OPTION(appName)>. Further incoming requests will get 
rejected. See the annotated reports for details. [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : Workload Manager のオーバーロード条件に達しました。 対象

のワーク  マネージャで実行中の要求の数が、 並行して要求を実行でき

るスレッ ドの 大数と して設定された値に非常に近づいています。

影響 : これ以降に受信する該当アプリ ケーシ ョ ンに対する要求は拒否

されます。

処置 :  実行スレッ ド  プールの調整については、 使用している  
WebLogic Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参

照してください。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン

領域 パフォーマンス
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メ ト リ ッ ク  B025_EJBFreePoolWtRt

モニター ポリシー名 WLSSPI_025

メ ト リ ック名 B025_EJBFreePoolWtRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 フ リー プールから  EJB Bean を利用できなかった 1 分当たりの回数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0025.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0025.1: # of times per minute no EJBs were available from 
the free pool (<$VALUE>/min) too high (>=<$THRESHOLD>/min) 
[Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : フ リー プールから  EJB を利用できなかった 1 分あたりの回数が、

しきい値を超えました。 max-beans-in-free-pool 要素が低く設定されて

いるか、 EJB ク ラスのすべてのインスタンスがアクティブになってい

ます。

影響 : EJB ク ラスを要求する新しいク ライアン トは、 アクティブな 
EJB がメ ソ ッ ド呼び出しを完了するまでブロ ッ ク されます。

処置 : EJB が作成される と、 セッシ ョ ン Bean のインスタンスが作成さ

れ、 識別情報が与えられます。 ク ライアン トが Bean を削除する と、 そ

の Bean のインスタンスがフ リー プールに置かれます。 続けて Bean を
作成する と きは、 フ リー プールにある前のインスタンスを再利用して、

オブジェク トの割り当てを避けるこ とができます。 EJB の作成と削除が

頻繁に行われる場合は、 max-beans-in-free-pool 要素でパフォーマンス

を改善できます。 

コンテナは、 メ ッセージの並行処理を行うために、 必要に応じてメ ッ

セージ Bean の新規インスタンスを作成します。 max-beans-in-pool 要
素が、 これらのインスタンスの 大作成数に関する制限を設定します。 
コンテナは、 使用できる実行時のリ ソースに応じてこの設定を無効にで

きます。

ステート レスな セッシ ョ ン Bean と メ ッセージ Bean のパフォーマンス

を 高にするために、 max-beans-in-free-pool 要素のデフォルト設定を

使用して ください (デフォルトは制限なしです )。 こ うすれば、 利用可能

なスレッ ド と と もに、 できるだけ多くの Bean を並行して実行できま

す。

設定の変更が必要になるケースは、 並行して実行する  Bean の数を制限

するか、 基になる リ ソースへのアクセスを制限する場合だけです。 たと

えば、 ステート レス  session EJB を使用してレガシー接続プールを実装

する場合は、 レガシー システムでサポートできる接続数を超えて Bean 
のインスタンスを割り当てないでください。

EJB パラ メータの調整については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してください。 こ
のドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 EJB
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メ ト リ ッ ク  B225_EJBFreePoolWaitRate

モニター ポリシー名 WLSSPI_0225

メ ト リ ック名 B225_EJBFreePoolWaitRate

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 フ リー プールから  EJB Bean を利用できなかった 1 分あたりの回数

 ( ド リル ダウン )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0225.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

HPOM のデフォルトのしきい

値

10

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0225.1: # of times per minute no EJBs were available from 
the free pool (<$VALUE>/min) for application 
(<$OPTION(applicationname)>) too high (>=<$THRESHOLD>/min)  
[Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : フ リー プールから  EJB を利用できなかった 1 分あたりの回数

が、 しきい値を超えました。 max-beans-in-free-pool 要素が低く設定さ

れているか、 EJB ク ラスのすべてのインスタンスがアクティブになっ

ています。 

影響 : EJB ク ラスを要求する新しいク ライアン トは、 アクティブな 
EJB がメ ソ ッ ド呼び出しを完了するまでブロ ッ ク されます。

処置 : EJB が作成される と、 セッシ ョ ン Bean のインスタンスが作成

され、 識別情報が与えられます。 ク ライアン トが Bean を削除する と、

その Bean のインスタンスがフ リー プールに置かれます。 続けて Bean 
を作成する と きは、 フ リー プールにある前のインスタンスを再利用し

て、 オブジェク トの割り当てを避けるこ とができます。 EJB の作成と

削除が頻繁に行われる場合は、 max-beans-in-free-pool 要素でパ

フォーマンスを改善できます。

コンテナは、 メ ッセージの並行処理を行うために、 必要に応じてメ ッ

セージ Bean の新規インスタンスを作成します。 max-beans-in-pool 要
素が、 これらのインスタンスの 大作成数に関する制限を設定します。 
コンテナは、 使用できる実行時のリ ソースに応じてこの設定を無効に

できます。

ステート レスな セッシ ョ ン Bean と メ ッセージ Bean のパフォーマン

スを 高にするために、 max-beans-in-free-pool 要素のデフォルト設

定を使用して ください (デフォルトは制限なしです)。 こ うすれば、 利

用可能なスレッ ド と と もに、 できるだけ多くの Bean を並行して実行

できます。

設定の変更が必要になるケースは、 並行して実行する  Bean の数を制

限するか、 基になる リ ソースへのアクセスを制限する場合だけです。 
たとえば、 ステート レス  session EJB を使用してレガシー接続プール

を実装する場合は、 レガシー システムでサポートできる接続数を超え

て Bean のインスタンスを割り当てないでください。

EJB パラ メータの調整については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してください。 
このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ なし

領域 EJB
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メ ト リ ッ ク  B026_EJBTimeoutRt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0026

メ ト リ ック名 B026_EJBTimeoutRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 EJB Bean の待機中にク ライアン トがタイムアウ ト した 1 分あたりの

回数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0026.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

HPOM のデフォルトのしきい

値

10

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0226.1: # of times per minute a client timed out waiting for 
an EJB (<$VALUE>) too high (>=<$THRESHOLD>) [Policy: 
<$NAME>]

指示文 原因 : EJB の待機中にク ライアン トがタイムアウ ト した 1 分あたりの

回数が、 しきい値を超えました。 EJB ク ラスのインスタンスがすべて

アクティブで、 max-beans-in-free-pool に達した場合、 EJB ク ラスを

要求する新しいク ライアン トはアクティブな EJB がメ ソ ッ ド呼び出し

を完了するまでブロ ッ ク されます。

影響 : ト ランザクシ ョ ンがタイムアウ トする と  (非ト ランザクシ ョ ン呼

び出しの場合は、 5 分経過する と )、 WebLogic Server は 
RemoteException をスローします。

処置 : max-beans-in-free-pool 要素の設定が低すぎないこ とを確認しま

す。 また、 bean のインスタンスが使用できない場合、 WebLogic 
Server は新しいインスタンスを割り当てよ う と しますが、 実際には実

行可能なスレッ ドの数によって制限されます。 ほとんどの場合、 各ス

レッ ドには 大で 1 つの bean インスタンスが必要です。

EJB パラ メータの調整については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してください。 
このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 EJB
WebLogic SPI のポリシー 37

http://e-docs.bea.com
http://e-docs.bea.com
http://e-docs.bea.com


メ ト リ ッ ク  B226_EJBTimeoutRate

モニター ポリシー名 WLSSPI_0226

メ ト リ ック名 B226_EJBTimeoutRate

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 EJB Bean の待機中にクライアン トがタイムアウ ト した 1 分あたりの

回数 ( ド リル ダウン )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0226.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0226.1: # of times per minute a client timed out for 
application (<$OPTION(applicationname)>) waiting for an EJB 
(<$VALUE>) too high (>=<$THRESHOLD>)  
[Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : EJB の待機中にクライアン トがタイムアウ ト した 1 分あたりの

回数が、 しきい値を超えました。 EJB ク ラスのインスタンスがすべて

アクティブで、 max-beans-in-free-pool に達した場合、 EJB ク ラスを

要求する新しいク ライアン トはアクティブな EJB がメ ソ ッ ド呼び出

しを完了するまでブロ ッ ク されます。

影響 : ト ランザクシ ョ ンがタイムアウ トする と  (非ト ランザクシ ョ ン呼

び出しの場合は、 5 分経過する と )、 WebLogic Server は 
RemoteException をスローします。

処置 : max-beans-in-free-pool 要素の設定が低すぎないこ とを確認し

ます。 また、 bean のインスタンスが使用できない場合、 WebLogic 
Server は新しいインスタンスを割り当てよ う と しますが、 実際には実

行可能なスレッ ドの数によって制限されます。 ほとんどの場合、 各ス

レッ ドには 大で 1 つの bean インスタンスが必要です。

EJB パラ メータの調整については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してください。 
このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 EJB
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メ ト リ ッ ク  B035_EJBTranThruRt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0035

メ ト リ ック名 B035_EJBTranThruRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 1 秒当たりの EJB ト ランザクシ ョ ンの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0035.1、 しきい値 10000

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0035.1: # of EJB transactions per second (<$VALUE>/sec) 
too high (>=<$THRESHOLD>/sec) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 

• プールされた状態に十分なエンティティ  Beans が存在しません。 

• エンティティ  Bean プール サイズが小さい値に設定されています。

影響 : 

• JVM ヒープ空間が急速に減少する可能性があ り ます。 

• JVM ガーベジ コレクシ ョ ンの呼び出しの頻度が高くなり ます。

処置 : エンティティ  Bean プール サイズの設定を確認してください。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 EJB
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メ ト リ ッ ク  B036_EJBTranRbRt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0036

メ ト リ ック名 B036_EJBTranRbRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 1 秒当たりの、 ロールバッ ク される  EJB ト ランザクシ ョ ンの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0036.1、 しきい値 1

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0036.1: # of EJB transactions rolled back per second 
(<$VALUE>/sec) too high (>=<$THRESHOLD>/sec [Policy: 
<$NAME>]

指示文 原因 : 1 秒あたりにロールバッ ク した EJB ト ランザクシ ョ ンの数が、 し

きい値を超えました。 アプリ ケーシ ョ ンの設計かリ ソースの問題です。 
ロールバッ クの原因については、 メ ト リ ッ ク  72 ～ 75 を参照してくだ

さい。

影響 : 正常に終了するユーザー要求が減少します。

処置 : WebLogic 管理者は、 必要なデータベース  システムをチェッ ク し、

正常に機能するこ とを確認してください。 また、 管理者は 
Administration Console から ト ランザクシ ョ ンを監視するこ とができ

ます。

これには以下のものが含まれます。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ランザ

クシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ ン

識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザクシ ョ ン

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 EJB
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メ ト リ ッ ク  B238_EJBCacheHitPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0238

メ ト リ ック名 B238_EJBCacheHitPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 使用中のキャッシュ内の EJB の割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0238.1、 しきい値 90

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0238.1: % of EJBs in the cache in use (<$VALUE>%) for 
application (<$OPTION(applicationname)>) too high 
(>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : EJB キャ ッシュの使用率が、 しきい値を超えました。 キャ ッシュ  
サイズの設定が低すぎる可能性があ り ます。

影響 : 大キャッシュ  サイズに達する と、 WebLogic Server は、 近

ク ライアン トに使用されていない EJB の一部をパッシベーシ ョ ン ( メ
モ リから  2 次記憶領域に転送 ) するため、 パフォーマンスが低下しま

す。

処置 : weblogic- ejb-jar.xml ファ イルの max-beans-in-cache 属性を高

い値に設定します。 ただし、 この値を高く設定しすぎる と、 不必要にメ

モリが消費されるこ とがあるので注意が必要です。 EJB パラ メータの

調整については、 使用している  WebLogic Server バージ ョ ンの 『パ

フォーマンス  チューニング』 を参照して ください。 このドキュ メン ト

は、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できま

す。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 EJB
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メ ト リ ッ ク  B240_ServletAveExecTime

モニター ポリシー名 WLSSPI_0240

メ ト リ ック名 B240_ServeletAveExecTime

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 サーブレッ トの平均実行時間 ( ミ リ秒 )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0240.1、 しきい値 1000

収集間隔 1 時間

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0240.1: Ave. execution time for a servlet (<$VALUE>ms) 
belongs to application <$OPTION(applicationname)> too high 
(>=<$THRESHOLD>ms)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : サーブレッ トの平均実行時間が、 しきい値を超えました。 アプリ

ケーシ ョ ンの設計に問題があ り ます。

影響 : ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンからの HTTP 要求に HTML また

は XML 応答が返る時間が遅くな り ます。

処置 : サーブレッ トの実行時間が長くなる原因には、 リ ソースの競合が

発生しているか、 サーブレッ トの設計に問題がある と考えられます。 値
が常にしきい値を超える場合は、 このメ ト リ ッ クのしきい値の設定を

再評価するこ と もできます。

Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンで JSP が多用される場合は、 対応する  
.jsp ファ イルを Java サーブレッ トにコンパイルし、 Java コードを 
Java ク ラス  ファ イルにコンパイルしなければならないため、 パフォー

マンスに影響を与えている可能性があ り ます。 この場合、 サーバーの 
Java コンパイラを javac ではなく  sj または jikes に設定するこ とで、

パフォーマンスが大幅に改善されます。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 サーブレッ ト
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メ ト リ ッ ク  B241_ServletTimeCnt

メ ト リ ッ ク  B242_ServletReqRate

モニター ポリシー名 なし : レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B241_ServletTimeCnt

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 サーブレッ トで費やされる時間

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 1 時間

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 サーブレッ ト

モニター ポリシー名 WLSSPI_0242

メ ト リ ック名 B242_ServletReqRate

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 1 秒あたりのサーブレッ トの要求数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0242.1、 しきい値 10000

収集間隔 1 時間

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0242.1: # of requests for application 
(<$OPTION(applicationname)>) for a servlet (<$VALUE>/sec) too 
high (>=<$THRESHOLD>/sec)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : ク ライアン トの ト ランザクシ ョ ンが突然増加しました。

影響 : サーブレッ トの平均応答時間が増加する可能性があ り ます。

処置 : ク ラスタ環境の場合は、 負荷分散装置のパフォーマンスを継続的

に確認して ください。 

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 サーブレッ ト
WebLogic SPI のポリシー 43



メ ト リ ッ ク  B245_WebAppSessionCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0245

メ ト リ ック名 B245_WebAppSessionCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 Web アプリ ケーシ ョ ンのオープン セッシ ョ ンの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0245.1、 しきい値 100

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0245.1: # of open sessions for a web application 
(<$VALUE>) too high (>=<$THRESHOLD>) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : ク ライアン トの ト ランザクシ ョ ンが突然増加しました。

影響 : 

• JVM ヒープ空間が急速に減少する可能性があ り ます。 

• JVM ガーベジ コレクシ ョ ンの呼び出しの頻度が高くなり ます。

処置 : 作成したク ライアン ト接続数を確認してください。 

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 Web アプリ ケーシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B246_WebAppHitRt

メ ト リ ッ ク  B251_JMSUtilByMessagePct

モニター ポリシー名 なし : レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B246_WebAppHitRt

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 Web アプリ ケーシ ョ ンが実行している  1 秒あたりのオープン セッシ ョ

ンの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 Web アプリ ケーシ ョ ン

モニター ポリシー名 WLSSPI_0251

メ ト リ ック名 B251_JMSUtilByMessagePct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 いっぱいになった JMS サーバーの割合 ( メ ッセージ数ベース )。

このメ ト リ ッ クを使用して Reporter データを記録し、 しきい値を監視

するには、 Messages Maximum (JMS サーバーに格納できる 大メ ッ

セージ数の割り当て ) を 0 よ り大きい数値に設定する必要があ り ます。 
この値は、 WebLogic コンソールで設定します。

Messages Maximum の値がデフォルト値 (-1) の場合、 データは記録さ

れず、 しきい値は監視されません。

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0251.1、 しきい値 98%
重要警戒域 :    WLSSPI-0251.2、 しきい値 95%

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic
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メ ッセージ テキスト WLSSPI-0251.1: % of JMS queue filled by message count 
(<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]
WLSSPI-0251.2: % of JMS queue filled by message count 
(<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : JMS サーバーのキュー使用率が、 しきい値よ り大き くなってい

ます。 キューのサイズの設定が低すぎる可能性があ り ます。

影響 : キューの使用率が 100% に達する と、 ユーザーはそのキューに

メ ッセージを配布できなくな り ます。

処置 : 可能な場合は、 管理者は Administration Console を使用して

キューのサイズを増やすこ とができます。 また、 管理者はそのコンソー

ルを使用して JMS サーバー内の個々の送り先を調べて、 どの送り先

キューに問題があるかを判定するこ と もできます。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 Java Message Service (JMS)
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メ ト リ ッ ク  B252_JMSUtilByBytePct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0252

メ ト リ ック名 B252_JMSUtilByBytePct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 いっぱいになった JMS サーバーの割合 (総バイ ト数ベース )。

このメ ト リ ッ クを使用して Reporter データを記録し、 しきい値を監視

するには、 Bytes Maximum (JMS サーバーに格納できる 大バイ ト数

の割り当て ) を 0 よ り大きい数値に設定する必要があ り ます。 この値

は、 WebLogic コンソールで設定します。

Bytes Maximum の値がデフォルト値 (-1) の場合、 データは記録され

ず、 しきい値は監視されません。

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0252.1、 しきい値 98%
重要警戒域 :    WLSSPI-0252.2、 しきい値 95%

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0252.1: % of JMS queue filled by byte count (<$VALUE>%) 
too high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : JMS サーバーのキュー使用率が、 しきい値よ り大き くなってい

ます。 キューのサイズの設定が低すぎる可能性があ り ます。

影響 : キューの使用率が 100% に達する と、 ユーザーはそのキューに

メ ッセージを配布できな くな り ます。

処置 : 可能な場合は、 管理者は Administration Console を使用して

キューのサイズを増やすこ とができます。 また、 管理者はそのコン

ソールを使用して JMS サーバー内の個々の送り先を調べて、 どの送

り先キューに問題があるかを判定するこ と もできます。

レポート  タイプ ASCII レポート

領域 Java Message Service (JMS)
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メ ト リ ッ ク  B253_JMSThreshByMessagePct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0253

メ ト リ ック名 B253_JMSThreshByMessagePct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 サーバーで設定したしきい値条件に達した時間の割合 
( メ ッセージ数ベース )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0253.1、 しきい値 10%

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0253.1: # of time queue threshold condition was satisfied 
by message count (<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) 
[Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : JMS キューがしきい値条件に達した時間が、 しきい値を超えま

した。 保存されたメ ッセージの数が、 Administration Console で設定

した JMS サーバーのメ ッセージ キューのしきい値条件に、 達した状

態で長時間が経過しました。

影響 : キューの使用率が 100% に達する と、 ユーザーはそのキューに

メ ッセージを配布できなくな り ます。

処置 : 可能な場合は、 管理者は Administration Console を使用して

キューのサイズを増やすこ とができます。 また、 管理者はそのコン

ソールを使用して JMS サーバー内の個々の送り先を調べて、 どの送

り先キューに問題があるかを判定するこ と もできます。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 Java Message Service (JMS)
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メ ト リ ッ ク  B254_JMSThreshByBytePct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0254

メ ト リ ック名 B254_JMSThreshByBytePct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 サーバーで設定したしきい値条件に達した時間の割合 
(総バイ ト数ベース )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0254.1、 しきい値 10%

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0254.1: # of time queue threshold condition was satisfied 
by byte count (<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) 
[Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : JMS キューがしきい値条件に達した時間が、 しきい値を超えま

した。 保存されたメ ッセージのバイ ト数が、 Administration Console 
で設定した JMS サーバーのメ ッセージ キューのしきい値条件に達し

た状態で、 長時間が経過しました。

影響 : キューの使用率が 100% に達する と、 ユーザーはそのキューに

メ ッセージを配布できな くな り ます。

処置 : 可能な場合は、 管理者は Administration Console を使用して

キューのサイズを増やすこ とができます。 また、 管理者はそのコン

ソールを使用して JMS サーバー内の個々の送り先を調べて、 どの送

り先キューに問題があるかを判定するこ と もできます。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン レポート  (ASCII レポート )

領域 Java Message Service (JMS)
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メ ト リ ッ ク  B255_JMSServerThruMessageRt

メ ト リ ッ ク  B256_JMSServerThruByteRt

モニター ポリシー名 なし : レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B255_JMSServerThruMessageRt

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 1 秒あたりに JMS サーバーを通じて渡されたメ ッセージの数 

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 Java Message Service (JMS)

モニター ポリシー名 なし : レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B256_JMSServerThruByteRt

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 1 秒あたりに JMS サーバーを通じて渡されたバイ ト数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 Java Message Service (JMS)
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メ ト リ ッ ク  B260_JDBCConnectionPoolUtil

モニター ポリシー名 WLSSPI_0260

メ ト リ ック名 B260_JDBCConnectionPoolUtil

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成

説明 接続プール内の使用可能な JDBC 接続の使用率

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0260.1、 しきい値 98%
重要警戒域 :   WLSSPI-0260.2、 しきい値 95%

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0260.1: % utilization of available JDBC connections in 
connection pool (<$VALUE>%) for application 
(<$OPTION(applicationname)>) too high (>=<$THRESHOLD>%)  
[Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : JDBC 接続プールの使用率が、 しきい値を超えました。 使用可能

な JDBC 接続の数が少なすぎます。

影響 : DBMS への JDBC 接続を待たなければならないため、 パフォー

マンスが低下します。

処置 : データベース  システムに接続数を追加できる場合、 WebLogic 管
理者はその接続プールに使用できる接続数を増やしてください。 経験

則では、 接続プールの 大サイズを、 WebLogic Server で構成された

実行スレッ ドの数に等し くするべきです。 これは、 各スレッ ドが 1 つ
のト ランザクシ ョ ンを使用して要求を処理するため、 1 つの接続だけ

が必要であるこ とを前提にしています。 そ うでない場合は、 接続プー

ルがやや大きい方が効率的でし ょ う。

接続プールの 小サイズを 大サイズと同じにすれば、 サーバーが高

負荷状態時ではなく、 サーバーの起動時にすべてのデータベース接続

が取得されるこ とが保証されます。

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 JDBC
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メ ト リ ッ ク  B061_JDBCConPlWtCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0061

メ ト リ ック名 B061_JDBCConPlWtCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 接続プールからの接続を取得するために待機しているク ライアン トの

数

使用可能な WebLogic Server の
バージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0061.1、 しきい値 10

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0061.1: # of clients waiting for a connection from 
connection pools (<$VALUE>) too high (>=<$THRESHOLD>) 
[Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 接続を待つクライアン トの数が、 しきい値を超えました。 
JDBC 接続を要求する現在のクライアン ト  セッシ ョ ン数に比べて、

接続プールのサイズが小さすぎます。

影響 : ク ライアン トの接続要求は、 接続プールからの使用可能な接続

を取得するために待機しなければなり ません。

処置 : 接続プールの 大サイズを増やします。 経験則では、 接続プー

ルの 大サイズを、 WebLogic Server で構成された実行スレッ ドの

数に等し くするべきです。 これは、 各スレッ ドが 1 つのト ランザク

シ ョ ンを使用して要求を処理するため、 1 つの接続だけが必要である

こ とを前提にしています。 そ うでない場合は、 接続プールがやや大き

い方が効率的でし ょ う。

接続プールの 小サイズを 大サイズと同じにすれば、 サーバーが高

負荷状態時ではなく、 サーバーの起動時にすべてのデータベース接続

が取得されるこ とが保証されます。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 JDBC
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メ ト リ ッ ク  B262_JDBCConnectionPoolThruRt

メ ト リ ッ ク  B063_JDBCConnectionPoolLeakedConnectionsRtSum

モニター ポリシー名 なし : レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B262_JDBCConnectionPoolThruRt

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 1 秒あたりに接続プールで処理されるク ライアン トの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 JDBC

モニター ポリシー名 なし : グラフの作成に使用

メ ト リ ック名 B063_JDBCConnectionPoolLeakedConnectionsRtSum

メ ト リ ック  タイプ グラフ作成

説明 接続プール内で閉じられていない JDBC 接続と、 大待ち時間を超え

た JDBC 接続の 1 分あたりの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 JDBC
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メ ト リ ッ ク  B263_JDBCConnectionPoolLeakedConnectionsRt 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0263

メ ト リ ック名 B263_JDBCConnectionPoolLeakedConnectionsRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成 ( ログの記録のみ。 レポートは作成されない )

説明 JDBC 接続プールのリーク した接続の割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0263.1、 しきい値 100

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0263.1: Rate of leaked connections for the JDBC connection 
pool(<$VALUE>) belongs to application 
(<$OPTION(applicationname)>) too high (>=<$THRESHOLD>)  
[Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 新たにリーク した JDBC 接続の割合が、 しきい値を超えました。 
JDBC 接続リークは、 接続プールからチェッ ク  アウ ト したが、 close() 
メ ソ ッ ドで戻っていない接続を表します。 リーク した接続は、 その後の

接続要求の処理には使用できません。

影響 : 接続が閉じられる と、 その接続は今後の接続要求に使用できま

す。 アプリ ケーシ ョ ンが接続を閉じるのに失敗する と、 接続プールの使

用可能な接続を使い果たしてしまい、 その後の接続要求が失敗するこ

とがあ り ます。

処置 : 不具合のあるアプリ ケーシ ョ ン コンポーネン ト を修正します。 接
続プールは、 すぐに使用できる接続のプールをデータベースに提供す

るため、 アプ リ ケーシ ョ ンが必要なと きに接続を作成するオーバー

ヘッ ドがなくな り ます。 接続が必要なくなれば、 アプリ ケーシ ョ ンはそ

の接続を接続プールに戻さなければなり ません。

JDBC 接続の管理については、 使用している  WebLogic Server バー

ジ ョ ンの 『WebLogic JDBC プログラマーズ ガイ ド』 を参照してくだ

さい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 JDBC
54 第 1 章

http://e-docs.bea.com
http://e-docs.bea.com
http://e-docs.bea.com


メ ト リ ッ ク  B264_JDBCConnectionPoolFailures

モニター ポリシー名 WLSSPI_0264

メ ト リ ック名 B264_JDBCConnectionPoolFailures

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 JDBC 接続プールの障害

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0264.1、 しきい値 10

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0264.1: JDBC connection pool failures (<$VALUE>) for 
application (<$OPTION(applicationname)>) too high 
(>=<$THRESHOLD>)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 接続プールがデータベースへの接続を更新しよ う と して失敗した

回数が、 しきい値を超えました。 この障害は、 データベースが利用不能、

またはデータベースへの接続が切断されている場合に発生するこ とがあ

り ます。

影響 : ク ライアン トのデータベースへの接続要求が失敗します。

処置 : JDBC 接続の管理については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『WebLogic JDBC プログラマーズ ガイ ド』 を参照して く

ださい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 JDBC
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メ ト リ ッ ク  B265_JDBCConnectionPoolAvgConnectionDelayTime

モニター ポリシー名 WLSSPI_0265

メ ト リ ック名 B265_JDBCConnectionPoolAvgConnectionDelayTime

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成 ( ログの記録のみ。 レポートは作成されない )

説明  説明 JDBC 接続プールの接続遅延 ( ミ リ秒 )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0265.1、 しきい値 10

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0265.1: JDBC connection pool connection delay 
(<$VALUE>) for application (<$OPTION(applicationname)>) too high 
(>=<$THRESHOLD>)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : データベースから物理的な接続を取得するのに要する平均時間

が、 しきい値を超えました。

影響 : アプリ ケーシ ョ ンの応答時間が大幅に増加する可能性があ り ま

す。

処置 : JDBC 接続の管理については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『WebLogic JDBC プログラマーズ ガイ ド』 を参照して く

ださい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 JDBC
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メ ト リ ッ ク  B070_TranAveTime

メ ト リ ッ ク  B270_ConnectorConnectionPoolUtil

モニター ポリシー名 WLSSPI_0070

メ ト リ ック名 B070_TranAveTime

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 ト ランザクシ ョ ンの平均コ ミ ッ ト時間

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0070.1、 しきい値 100 ミ リ秒

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0070.1: Ave. commit time for transactions (<$VALUE>ms) 
too high (>=<$THRESHOLD>ms) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : ト ランザクシ ョ ンの平均コ ミ ッ ト時間が、 しきい値を超えまし

た。 これは、 システムが高負荷状態にあるこ とを示しています。

影響 : WebLogic Server のト ランザクシ ョ ン スループッ トの低下。

処置 : 管理者は、 Administration Console から個々のト ランザクシ ョ ン

を監視するこ とができます。 統計情報以外に、 以下の情報も表示できま

す。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ランザ

クシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ ン

識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザクシ ョ ン

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン

モニター ポリシー名 WLSSPI_0270

メ ト リ ック名 B270_ConnectorConnectionPoolUtil

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成 ( ログの記録のみ。 レポートは作成されない )

説明 接続プール内の使用可能な JCA 接続の使用率

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0270.1、 しきい値 98
重要警戒域 : WLSSPI-0270.2、 しきい値 95
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収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0270.1: % utilization of available JCA connections in 
connection pool (<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) 
[Policy: <$NAME>]

WLSSPI-0270.2: % utilization of available JCA connections in 
connection pool (<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) 
[Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : J2EE コネクタ接続プールの使用率 (プール内で使用されている

接続の数 ) が、 しきい値を超えました。 要求された接続の数が、 許容

大数に近づいているか、 大数に達しました。

影響 : ManagedConnection は絶えず作成されるため、 各 
ManagedConnection が消費する メモ リやディ スク容量などのシステム 
リ ソースの量が増加し、 システム全体のパフォーマンスに影響を与え

るこ とがあ り ます。 接続要求の間に新しい ManagedConnection の作成

が必要になる と、 WebLogic Server はManagedConnection の数が許容

大数に達していないこ とを確認します。 大数に達する と、

WebLogic Server は接続プールから  ManagedConnection を再利用し

よ う と します。 ただし、 再利用できる接続がない場合は、 再利用の試み

が失敗したこ と と、 接続要求は許容 大数までの接続の場合にのみ許

可されるこ とを指摘する警告がログに記録されます。

処置 : WebLogic Server では、 割り当てられる接続の許容 大数の設定

を変更できます。

J2EE 接続の管理については、 使用している  WebLogic Server バー

ジ ョ ンの 『Programming WebLogic J2EE Connectors(WebLogic J2EE 
コネクタ  プログラマーズ ガイ ド )』 の接続管理のセクシ ョ ンを参照して

ください。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 コネクタ
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メ ト リ ッ ク  B071_TranRollbackPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0071

メ ト リ ック名 B071_TransRollbackPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 合計を基準と した場合のト ランザクシ ョ ン ロールバッ クの割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0071.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0071.1: % of transactions rolled back (<$VALUE>%) too 
high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : ロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合が、 しきい値を超え

ました。 アプリ ケーシ ョ ン設計の問題かリ ソースの問題です。

影響 : ユーザー要求が正常に終了しません。 

処置 : WebLogic 管理者は、 必要なデータベース  システムをチェッ ク

し、 正常に機能するこ とを確認してください。 また、 以下の構成可能な

ト ランザクシ ョ ン属性をチェッ ク して ください。

Timeout Seconds - システムがロールバッ クを強制する前に、 ト ランザ

クシ ョ ンがアクティブでいられる時間 

Abandon Timeout Seconds - ト ランザクシ ョ ン コーディネータが、 ト

ランザクシ ョ ンの完了を試み続ける 大時間 

Before Completion Iteration Limit - システムがロールバッ クを強制す

る前に処理される  beforeCompletion コールバッ クの数

管理者は、 Administration Console から個々のト ランザクシ ョ ンを監

視するこ とができます。 統計情報以外に、 以下の情報も表示できます。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ランザ

クシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ ン

識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザクシ ョ ン

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B072_TranResErrRbPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0072

メ ト リ ック名 B072_TranResErrRbPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 リ ソース  エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0072.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0072.1: % of transactions rolled back due to resource error 
(<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : リ ソース  エラーによってロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ン

の割合が、 しきい値を超えました。 リ ソース  エラーのために、 ト ラン

ザクシ ョ ンが正常に完了していません。

影響 : 正常に終了するユーザー要求が減少します。

処置 : 管理者は、 Administration Console から個々のト ランザクシ ョ

ンを監視するこ とができます。 統計情報以外に、 以下の情報も表示でき

ます。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ランザ

クシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ ン

識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザクシ ョ ン

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B073_TranAppErrRbPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0073

メ ト リ ック名 B073_TranAppErrRbPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 アプリ ケーシ ョ ン エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ン

の割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0073.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0073.1: % of transactions rolled back due to application 
error (<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: 
<$NAME>]

指示文 原因 : アプリ ケーシ ョ ン エラーによってロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンの割合が、 しきい値を超えました。 アプリ ケーシ ョ ン エラーの

ために、 ト ランザクシ ョ ンが正常に完了していません。

影響 : 正常に終了するユーザー要求が減少します。

処置 : 管理者は、 Administration Console から個々のト ランザクシ ョ ン

を監視するこ とができます。 統計情報以外に、 以下の情報も表示できま

す。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ランザ

クシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ ン

識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザクシ ョ ン

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ、 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B074_TranTimErrRbPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0074

メ ト リ ック名 B074_TranTimErrRbPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 タイムアウ ト  エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割

合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0074.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0074.1: % of transactions rolled back due to timeout error 
(<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : タイムアウ ト  エラーによってロールバッ ク された ト ランザクシ ョ

ンの割合が、 しきい値を超えました。 タイムアウ ト  エラーのために、 ト

ランザクシ ョ ンが正常に完了していません。

影響 : 正常に終了するユーザー要求が減少します。

処置 : 管理者は、 Administration Console から個々のト ランザクシ ョ ン

を監視するこ とができます。 統計情報以外に、 以下の情報も表示できま

す。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ランザ

クシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザク

シ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ ン

識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザクシ ョ ン

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ、 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B075_TranSysErrRbPct

モニター ポリシー名 WLSSPI_0075

メ ト リ ック名 B075_TranSysErrRbPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 システム エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0075.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0075.1: % of transactions rolled back due to system error 
(<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>% [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : システム エラーによってロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ン

の割合が、 しきい値を超えました。 システム エラーのために、 ト ラン

ザクシ ョ ンが正常に完了していません。

影響 : 正常に終了するユーザー要求が減少します。

処置 : 管理者は、 Administration Console から個々のト ランザクシ ョ

ンを監視するこ とができます。 統計情報以外に、 以下の情報も表示で

きます。

1 ロールバッ ク と時間のアクティブな情報など、 名前ごとの ト ラン

ザクシ ョ ン

2 全ト ランザクシ ョ ンと、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク された ト ランザ

クシ ョ ンに関する統計情報など、 リ ソースごとの ト ランザクシ ョ

ン

3 ステータス、 サーバー、 リ ソース、 プロパティ、 ト ランザクシ ョ

ン識別子に関する情報など、 すべてのアクティブな ト ランザク

シ ョ ン

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ、 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B076_TranThruRate

モニター ポリシー名 なし : レポートおよびグラフの作成に使用

メ ト リ ック名 B076_TranThruRate

メ ト リ ック  タイプ グラフ作成、 レポート作成

説明 1 秒当たりに処理される ト ランザクシ ョ ンの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B077_TranHeurCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0077

メ ト リ ック名 B077_TranHeurCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成、 グラフ作成

説明 試行錯誤的な決定を返すト ランザクシ ョ ンの割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0075.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0077.1: % of transactions returning a heuristic decision 
(<$VALUE>%) too high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : ヒ ューリ スティ ッ クな決定を返すト ランザクシ ョ ンの割合が、 し

きい値を超えました。 分散ト ランザクシ ョ ンの完了段階で更新をコ ミ ッ

ト またはロールバッ クする間に、 リ ソースが一方的決定を行う と きに、

ヒ ューリ スティ ッ クな終了 (またはヒ ューリ スティ ッ クな決定 ) が発生

しています。 ヒ ューリ スティ ッ クな完了の原因と しては、 ネッ ト ワーク

障害やト ランザクシ ョ ンのタイムアウ ト などが考えられます。

影響 : ヒ ューリ スティ ッ クな決定が発生する と、 分散データが未確定の

状態に残されるこ とがあ り ます。

処置 : ヒ ューリ スティ ッ クな決定が発生する と、 以下のヒ ューリ ス

ティ ッ クな結果例外のいずれかがスローされるこ とがあ り ます。

• HeuristicRollback - ト ランザクシ ョ ンに関与する リ ソースの 
1 つが、 自身を準備してコ ミ ッ トの決定を待つこ とに同意しました

が、 その作業を自主的にロールバッ クするこ とを決定しました。 ト
ランザクシ ョ ン マネージャが ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トする こ

とを決定した場合、 ト ランザクシ ョ ンの他のブランチはコ ミ ッ ト さ

れるため、 リ ソースのヒ ューリ スティ ッ クなロールバッ クの決定は

妥当ではなく、 一貫しない結果になる可能性があ り ます。

• HeuristicCommit - ト ランザクシ ョ ンに関与する リ ソースの 
1 つが、 自身を準備してコ ミ ッ トの決定を待つこ とに同意しました

が、 その作業を自主的にコ ミ ッ トするこ とを決定しました。 ト ラン

ザクシ ョ ン マネージャが ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クする こ

とを決定した場合、 ト ランザクシ ョ ンの他のブランチはロールバッ

ク されるため、 リ ソースのヒ ューリ スティ ッ クなコ ミ ッ トの決定は

妥当ではなく、 一貫しない結果になる可能性があ り ます。

• HeuristicMixed - ト ランザクシ ョ ン マネージャは、関与する リ ソー

スの一部がコ ミ ッ ト し、他のリ ソースがロールバッ ク したため、 ト

ランザクシ ョ ンが混合した状態になったこ とを認識しています。 通
常は、関与する リ ソースが行ったヒ ューリ スティ ッ クなロールバッ

クまたはコ ミ ッ トの決定が原因です。
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指示文 (続き ) • HeuristicHazard - ト ランザクシ ョ ン マネージャは、 関与する リ

ソースの一部がコ ミ ッ ト し、 他の リ ソースがロールバッ ク したた

め、 ト ランザクシ ョ ンが混合した状態になった可能性を認識してい

ます。 ただし、 システム または リ ソースの障害があ る と、

HeuristicMixed の確実な判定ができません。 通常は、 関与する リ

ソースが行った ヒ ューリ ステ ィ ッ クなロールバッ クまたはコ ミ ッ

トの決定が原因です。

• ヒ ューリ スティ ッ クな完了が発生する と、サーバー ログにメ ッセー

ジが記録されます。 ヒ ューリ スティ ッ クな完了を解決する方法につ

いては、ご使用のデータベース製品のドキュ メン ト を参照して くだ

さい。

一部のリ ソース  マネージャは、ヒ ューリ スティ ッ クな完了のコンテ

キス ト情報を保存します。 この情報は、 リ ソース マネージャのデー

タの非一貫性を解決する と きに役に立ちます。 WebLogic Console
の [JTA] パネルで、 ForgetHeuristics 属性 ([ ヒ ューリ ステ ィ ッ ク

を無視 ]) を True に設定している場合、 この情報は ヒ ュー リ ス

ティ ッ クな完了の後に削除されます。 コンテキス ト情報を保存する

リ ソース  マネージャを使用する と きは、 ForgetHeuristics 属性を

False に設定して ください。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ、 登録アプリ ケーシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン
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メ ト リ ッ ク  B078_ConnectorConnectionPoolLeakedConnRateSum

メ ト リ ッ ク  B278_ConnectorConnectionPoolLeakedConnRate

モニター ポリシー名 なし : グラフの作成に使用

メ ト リ ック名 B078_ConnectorConnectionPoolLeakedConnRateSum

メ ト リ ック  タイプ グラフ作成

説明 接続プール内で閉じていないコネクタ接続と、 大待ち時間を超えた

コネクタ接続の 1 秒あたりの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 コネクタ

モニター ポリシー名 WLSSPI_0278

メ ト リ ック名 B278_ConnectorConnectionPoolLeakedConnRate

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 レポート作成 ( ログの記録のみ。 レポートは作成されない )

説明 JCA 接続プールのリーク した接続の割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0278.1、 しきい値 100

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0278.1: Rate of leaked connections for the JCA connection 
pool (<$VALUE>) too high (>=<$THRESHOLD>) [Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : 新たにリーク した接続の割合が、 しきい値を超えました。 アプリ

ケーシ ョ ン コンポーネン トが接続の使用後に閉じなかったこ とによる

接続リーク。

影響 : 接続が閉じられる と、 その接続は今後の接続要求に使用できま

す。 アプリ ケーシ ョ ンが接続を閉じるのに失敗する と、 接続プールの使

用可能な接続を使い果たしてしまい、 その後の接続要求が失敗するこ

とがあ り ます。

処置 : 不具合のあるアプリ ケーシ ョ ン コンポーネン ト を修正します。 現
在の接続の情報と、 構成された 大値を超える期間にわたってアイ ド

ル状態にあった接続については、 注釈レポート を参照して ください。

接続リークについては、 使用している  WebLogic Server バージ ョ ンの

『WebLogic J2EE コネクタ  アーキテクチャ』 を参照してください。 こ
のドキュ メン トは、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html 
から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動し

ます。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 コネクタ
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メ ト リ ッ ク  B079_TranCapacityUtil

メ ト リ ッ ク  B080_ClsOutMesFailRt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0079

メ ト リ ック名 B079_TranCapacityUtil

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成、 レポート作成

説明 ト ランザクシ ョ ン容量の使用率

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0079.1、 しきい値 98
重要警戒域 : WLSSPI-0079.2、 しきい値 95

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0079.x: % utilization of transaction capacity (<$VALUE>%) 
too high (>=<$THRESHOLD>%) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 同時に進行中のト ランザクシ ョ ンの数 (サーバーで許容されてい

る ト ランザクシ ョ ンの 大数に対する割合と して ) が、 しきい値を超え

ました。

影響 : ト ランザクシ ョ ンのロールバッ クの割合に急激な上昇が見られる

可能性があ り ます。 

処置 : 

1 同時実行ト ランザクシ ョ ンを制限してください。 

2 同時実行ト ランザクシ ョ ンの ACID プロパティを確認してくださ

い。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン : ASCII レポート

領域 ト ランザクシ ョ ン

モニター ポリシー名 WLSSPI_0080

メ ト リ ック名 B080_ClsOutMesFailRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 1 分あたりにク ラスタに再送されたマルチキャス ト  メ ッセージの数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0080.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic
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メ ッセージ テキスト WLSSPI-0080.1: # of multicast messages to cluster that were resent 
(<$VALUE>/min) too high (>=<$THRESHOLD>/min) [Policy: 
<$NAME>]

指示文 原因 : 再送されたク ラスタへのマルチキャス ト  メ ッセージの数が、 しき

い値を超えました。 ク ラスタの構成かネッ ト ワークの トポロジが原因で

発生した可能性があ り ます。

影響 : マルチキャス ト  パケッ トの損失。

処置 : マルチキャス トは、 障害を検出したり ク ラスタ全体の JNDI ツ
リーを維持したりする重要な機能を制御するため、 ク ラスタの構成や基

本的なネッ ト ワーク  ト ポロジがマルチキャス ト通信と干渉しないこ とが

重要です。 WebLogic Server ク ラスタを構成または計画する と きは、 必

ず以下の規則を考慮に入れてください。

ほとんどの配備では、 ク ラスタ化するサーバーを単一のサブネッ トに制

限するこ とで、 マルチキャス ト  メ ッセージが確実に転送されるよ うにな

り ます。 ただし、 特殊なケースでは、 Wide Area Network (WAN) 内の

複数のサブネッ トに WebLogic Server ク ラスタを分散させたい場合が

あ り ます。 これは、 ク ラスタ化された配備で冗長性を高める場合や、 地

理的によ り広い範囲にクラスタ化されたインスタンスを分散させる場合

に適切です。

WAN (または複数のサブネッ ト ) 上にクラスタを分散させる場合は、 マ

ルチキャス ト  メ ッセージがク ラスタ内のすべてのサーバーに確実に転送

されるよ うに、 ネッ ト ワーク  ト ポロジを計画および構成しなければなり

ません。 具体的には、 ネッ ト ワークが以下の要件を満たしていなければ

なり ません。

1 ネッ ト ワークは、 IP マルチキャス ト  パケッ ト伝達を完全にサポート

していなければなり ません。 つま り、 ク ラスタ化されたインスタン

スにマルチキャス ト  メ ッセージを伝達できるよ うに、 すべてのルー

ターと他のト ンネ リ ング テク ノ ロジを構成する必要があ り ます。

2 ほとんどのマルチキャス ト  メ ッセージが 200 ～ 300 ミ リ秒で 終的

な送り先に届く よ うに、 ネッ ト ワークの遅延時間は十分に短くなけ

ればなり ません。

3 マルチキャス ト  パケッ トが 終的な送り先に届く前にルーターがパ

ケッ ト を廃棄しないよ うに、 マルチキャス トの Time-To-Live (TTL) 
の値が十分に高くなければなり ません。

注意 : WAN 上に WebLogic Server ク ラスタを分散させる場合は、 上で

説明したマルチキャス ト要件に加えて、 ネッ ト ワーク設備が必要になる

こ と もあ り ます。 たとえば、 ク ライアン ト要求を も効率的な方法で

サーバーに向けさせる  (不要なネッ ト ワーク  ホップを避ける ) ために、

負荷分散機能を有するハード ウェアの構成が必要になるこ とがあ り ま

す。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 ク ラスタ
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メ ト リ ッ ク  B081_ClsInMesFailRt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0081

メ ト リ ック名 B081_ClsInMesFailRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 サーバーで失われた、 ク ラスタからの 1 分あたりのマルチキャス ト  
メ ッセージ数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0081.1、 しきい値 1

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0081.1: # of multicast messages from cluster lost by server 
(<$VALUE>/min) too high (>=<$THRESHOLD>/min) [Policy: 
<$NAME>]

指示文 原因 : サーバーで失われた、 ク ラスタからのマルチキャス ト  メ ッセージ

の数がしきい値を超えました。 ク ラスタの構成かネッ ト ワークの トポロ

ジが原因で発生した可能性があ り ます。

影響 : 重要なデータの損失。

処置 : マルチキャス トは、 障害を検出したり ク ラスタ全体の JNDI ツ
リーを維持したりする重要な機能を制御するため、 ク ラスタの構成や

基本的なネッ ト ワーク  ト ポロジがマルチキャス ト通信と干渉しないこ

とが重要です。 WebLogic Server ク ラスタを構成または計画する と き

は、 必ず以下の規則を考慮に入れてください。

ほとんどの配備では、 ク ラスタ化するサーバーを単一のサブネッ トに

制限するこ とで、 マルチキャス ト  メ ッセージが確実に転送されるよ う

になり ます。 ただし、 特殊なケースでは、 Wide Area Network (WAN) 
内の複数のサブネッ トに WebLogic Server ク ラスタを分散させたい場

合があ り ます。 これは、 ク ラスタ化された配備で冗長性を高める場合

や、 地理的によ り広い範囲にクラスタ化されたインスタンスを分散さ

せる場合に適切です。
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指示文 (続き ) WAN (または複数のサブネッ ト ) 上にク ラスタを分散させる場合は、 マ

ルチキャス ト  メ ッセージがク ラスタ内のすべてのサーバーに確実に転

送されるよ うに、 ネッ ト ワーク  ト ポロジを計画および構成しなければ

なり ません。 具体的には、 ネッ ト ワークが以下の要件を満たしていなけ

ればなり ません。 

1 ネッ ト ワークは、 IP マルチキャス ト  パケッ ト伝達を完全にサポー

ト していなければなり ません。 つま り、 ク ラスタ化されたインスタ

ンスにマルチキャス ト  メ ッセージを伝達できるよ うに、 すべての

ルーターと他の ト ンネ リ ング テク ノ ロジを構成する必要があ り ま

す。

2 ほとんどのマルチキャス ト  メ ッセージが 200 ～ 300 ミ リ秒で 終

的な送り先に届く よ うに、 ネッ ト ワークの遅延時間は十分に短くな

ければなり ません。

3 マルチキャス ト  パケッ トが 終的な送り先に届く前にルーターがパ

ケッ ト を廃棄しないよ うに、マルチキャス トの Time-To-Live (TTL) 
の値が十分に高くなければなり ません。

注意 : WAN 上に WebLogic Server ク ラスタを分散させる場合は、 上で

説明したマルチキャス ト要件に加えて、 ネッ ト ワーク設備が必要にな

るこ と もあ り ます。 たとえば、 ク ライアン ト要求を も効率的な方法で

サーバーに向けさせる  (不要なネッ ト ワーク  ホップを避ける ) ために、

負荷分散機能を有するハード ウェアの構成が必要になるこ とがあ り ま

す。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 ク ラスタ
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メ ト リ ッ ク  B082_ClusterHealth

メ ト リ ッ ク  B281_XMLCacheDiskSize

モニター ポリシー名 WLSSPI_0082

メ ト リ ック名 B082_ClusterHealth

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 ク ラスタの動作状況

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 危険域 : WLSSPI-0082.1、 しきい値 4.5

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0082.1: ク ラスタの動作状況に問題があ り ます。

指示文 原因 : 

1 負荷分散が適切に行われていません。

2 ネッ ト ワークの遅延時間が増加しています。

影響 : 

1 ク ラスタに障害が発生する と、 障害復旧に影響が生じる可能性があ

り ます。

2 可用性が低下する可能性があ り ます。

処置 : 

1 負荷分散装置の動作を確認してください。

2 固定したルーティング アルゴ リズムを選択してください。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 ク ラスタ

モニター ポリシー名 WLSSPI_0281

メ ト リ ック名 B281_XMLCacheDiskSize

メ ト リ ック  タイプ レポート作成 ( ログの記録のみ。 レポートは作成されない )

説明 XML パーサーでの外部参照が含まれるディ スクにキャ ッシュされたエ

ン ト リの総数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic
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メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 今後の使用のために予約済み

領域 XML キャ ッシュ
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メ ト リ ッ ク  B282_XMLCacheMemorySize

メ ト リ ッ ク  B283_DeferredRequestsCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0282

メ ト リ ック名 B282_XMLCacheMemorySize

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 XML パーサーでの外部参照が含まれる メモ リにキャ ッシュされたエン

ト リの総数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 今後の使用のために予約済み

領域 XML キャ ッシュ

モニター ポリシー名 WLSSPI_0283

メ ト リ ック名 B283_DeferredRequestsCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 保留状態の要求の数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0283.1、 しきい値 100

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0283.1: Deferred requests count (<$VALUE>) too high 
(>=<$THRESHOLD>)  [Policy: <$NAME>]
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指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、 max-threads-constraint 制約に基づいて実行

のためのスレッ ドを拒否された要求の数を監視します。 
max-threads-constraint は、 使用できるワーク  マネージャ  コンポーネ

ン トの 1 つで、 アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子でコンポーネ

ン トの名前を参照するこ とによ り、 アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンス

を制御します。 max-threads-constraint 制約は、 制約対象の作業セッ ト

からの要求を実行する同時スレッ ドの数を制限します。 デフォルトは制

限なしです。 制約の値に達する と、 サーバーは、 同時実行の数が制限値

を下回るまで、 このタイプの要求をスケジューリ ングしません。

影響 : 

• アプリ ケーシ ョ ンの応答時間がさらに遅延する可能性があ り ます。 

• アプリ ケーシ ョ ンが一時停止状態になる可能性があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンのデッ ド ロ ッ ク状態が発生する可能性があ り ます。

処置 : 可能であれば、 アプリ ケーシ ョ ンの max-threads-constraint 制約

を高く します。 

レポート  タイプ なし

領域 XML キャ ッシュ
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メ ト リ ッ ク  B284_ReqWaitTimeForThread 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0284

メ ト リ ック名 B284_ReqWaitTimeForThread

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 スレッ ド要求待ち時間

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0284.1、 しきい値 1000

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0284.1: Request wait time for a thread (<$VALUE> ms) too 
high (>=<$THRESHOLD> ms)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、要求によるスレッ ドの待ち時間 ( ミ リ秒単位 ) 
を監視するために使用します。 min_threads_constraint を満たす必要

のある要求のみが対象とな り ます。 min-threads-constraint は、 使用で

きるワーク  マネージャ  コンポーネン トの 1 つで、 アプリ ケーシ ョ ンの

デプロイ メン ト記述子でコンポーネン トの名前を参照するこ とによ り、

アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを制御します。 この制約は、 デッ ド

ロ ッ クを回避するために、 サーバーから制約対象の要求に割り当てる

スレッ ド数を保証します。 デフォルトはゼロです。 このタイプの制約

は、 主に、 サーバー インスタンスがデッ ド ロ ッ ク状態に近い場合に効

果があ り ます。 その場合、 サービス  ク ラスの要求がフェア シェアを上

回ったばかりの場合でも、 WebLogic Server によ り要求のスケジュー

ル設定が行われます。

影響 : 

• アプリ ケーシ ョ ンの応答が遅くなる可能性があ り ます。 

• アプリ ケーシ ョ ンによって使用可能なスレッ ドがブロ ッ ク される可

能性があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンのデッ ド ロ ッ ク状態が発生する可能性があ り ま

す。

処置 : スレッ ド  プールのサイズを大き くするか、 拡大可能とマークし

ます。 

レポート  タイプ なし

領域 XML キャ ッシュ
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メ ト リ ッ ク  B085_InvLoginAttCnt

モニター ポリシー名 WLSSPI_0085

メ ト リ ック名 B085_InvLoginAttCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 無効なログイン試行の数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 警戒域 : WLSSPI-0085.1、 しきい値 2

収集間隔 5 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0085.1: # of invalid login attempts (<$VALUE>) too high 
(>=<$THRESHOLD>) [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : 無効なログイン試行の回数が、 しきい値を超えました。 これは、

試行されたセキュ リティ侵害であるかもしれません。

影響 : セキュ リティが侵害される と、 WebLogic Server 環境のセキュ リ

ティが危険にさら されます。

処置 : 無効なログイン試行が頻繁に繰り返される場合は、

weblogic.security.audit パッケージを実装して ください。 このパッケー

ジを使用する と、 監査記録を調べて、 セキュ リ ティ侵害があったかど う

かや、 セキュ リ ティ侵害が試みられたかど うかを判定するこ とができま

す。

レポート  タイプ オペレータ起動グラフ

領域 セキュ リティ
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メ ト リ ッ ク  B285_PendingReqCount 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0285

メ ト リ ック名 B285_PendingReqCount

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 保留状態の要求の数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0285.1、 しきい値 100

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0285.1: Number of pending requests (<$VALUE>) too high 
(>=<$THRESHOLD>)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、 使用可能なスレッ ドを待機して保留状態にあ

る要求の数を監視します。

影響 : 

• アプリ ケーシ ョ ンの応答が遅くなる可能性があ り ます。 

• アプリ ケーシ ョ ンによって使用可能なスレッ ドがブロ ッ ク される可

能性があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンのデッ ド ロ ッ ク状態が発生する可能性があ り ます。

処置 : スレッ ド  プールのサイズを大き くするか、 拡大可能とマークしま

す。

レポート  タイプ なし

領域 XML キャ ッシュ
80 第 1 章



メ ト リ ッ ク  B286_PendingReqPct 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0286

メ ト リ ック名 B286_PendingReqPct

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 保留状態の要求の割合

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 重要警戒域 : WLSSPI-0286.1、 しきい値 98

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0286.1: Percentage of pending requests (<$VALUE>%) too 
high (>=<$THRESHOLD>%)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、 使用可能なスレッ ドを待機して保留状態にあ

る要求の割合を監視します。

影響 : 

• アプリ ケーシ ョ ンの応答が遅くなる可能性があ り ます。 

• アプリ ケーシ ョ ンによって使用可能なスレッ ドがブロ ッ ク される可

能性があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンのデッ ド ロ ッ ク状態が発生する可能性があ り ます。

処置 : スレッ ド  プールのサイズを大き くするか、 拡大可能とマークしま

す。

レポート  タイプ なし

領域 XML キャ ッシュ
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メ ト リ ッ ク  B287_ReqMaxWaitTime 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0287

メ ト リ ック名 B287_ReqMaxWaitTime

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 スレッ ド要求 長待ち時間

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0287.1、 しきい値 1000

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0287.1: Maximum time a request had to wait for a thread 
(<$VALUE> ms) too high (>=<$THRESHOLD> ms)  [Policy: 
<$NAME>]

指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、 要求によるスレッ ドの 長待ち時間を監視す

るために使用します。

影響 : 

• アプリ ケーシ ョ ンの応答が遅くなる可能性があ り ます。 

• アプリ ケーシ ョ ンによって使用可能なスレッ ドがブロ ッ ク される可

能性があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンのデッ ド ロ ッ ク状態が発生する可能性があ り ます。

処置 : スレッ ド  プールのサイズを大き くするか、 拡大可能とマークしま

す。

レポート  タイプ なし

領域 XML キャ ッシュ
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メ ト リ ッ ク  B288_StandbyThreadCount 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0288

メ ト リ ック名 B288_StandbyThreadCount

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 スタンバイ  プールのスレッ ド数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0288.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

HPOM のしきい値 小

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0288.1: Number of threads in the standby pool (<$VALUE>) 
too low (\<=<$THRESHOLD>)  [Policy: <$NAME>]

指示文 原因 : このメ ト リ ッ クは、 スタンバイ  プールのスレッ ド数を監視するた

めに使用します。 現在の作業負荷の処理に必要のない余分なスレッ ドは

スタンバイ  スレッ ド とみなされ、 スタンバイ  プールに追加されます。 必
要なスレッ ド数が増える と、 これらのスレッ ドはアクティブになり ま

す。 このスレッ ド数の値は、 パフォーマンス基準を満たす許容可能な範

囲内であるこ とが必要です。

影響 : 

• スレッ ド  プールの飽和状態が発生する可能性があ り ます。 

• CPU 使用率が常に急上昇する可能性があ り ます。

処置 : 

1 スレッ ド  プールの飽和を解決するには、 CPU 使用率が 75 ～ 85 
パーセン トになるまで、 スレッ ド  プール サイズを段階的に変更しま

す。 

2 コード  プロファイ リ ング ツールを使用して、 アプリ ケーシ ョ ンを

チューニングします。

レポート  タイプ なし

領域 XML キャ ッシュ
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メ ト リ ッ ク  B289_MDBProcMsgRate  

メ ト リ ッ ク  B092_ExQueThroughput 

モニター ポリシー名 なし

メ ト リ ック名 B289_MDBProcMsgRate

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 処理されたメ ッセージ数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 なし

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン レポート  (ASCII レポート )

領域 特別なレポート

モニター ポリシー名 WLSSPI_0092

メ ト リ ック名 B092_ExQueThroughput

メ ト リ ック  タイプ グラフ作成、 レポート作成

説明 実行キューで 1 秒あたりに処理される要求の平均数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

9.x、 10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 なし

メ ッセージ グループ なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 タイム サービス
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メ ト リ ッ ク  B812_DomainInfo

メ ト リ ッ ク  B813_ApplicationInfo

モニター ポリシー名 なし : View WebLogic Servers アプリ ケーシ ョ ンによって表示されるレ

ポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B812_DomainInfo

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 WebLogic ド メ イン構成、 ク ラスタ情報、 および物理的なコンピュータ

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン レポート  (ASCII レポート )

領域 特別なレポート

モニター ポリシー名 なし : View WebLogic Servers アプリ ケーシ ョ ンによって表示される

レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B813_ApplicationInfo

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 WebLogic Server で実行中のアプリ ケーシ ョ ン

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン レポート  (ASCII レポート )

領域 特別なレポート
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メ ト リ ッ ク  B815_TranInfo

メ ト リ ッ ク  B819_JVMHeapFreeMem

モニター ポリシー名 なし : View WebLogic Servers アプリ ケーシ ョ ンによって表示される

レポートの作成に使用

メ ト リ ック名 B815_TranInfo

メ ト リ ック  タイプ レポート作成

説明 WebLogic Server のステータス

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 なし

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ 登録アプリ ケーシ ョ ン レポート  (ASCII レポート )

領域 特別なレポート

モニター ポリシー名 WBSSPI_0819

メ ト リ ック名 B819_JVMHeapFreeMem

メ ト リ ック  タイプ グラフ作成

説明 JVM ヒープ空き メモ リ  (KB 単位 )

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 なし

収集間隔 15 分

メ ッセージ テキスト なし

指示文 なし

レポート  タイプ なし

領域 JVM
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メ ト リ ッ ク  B820_SrvrRestReqrd 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0820

メ ト リ ック名 B820_SrvrRestReqrd

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 要サーバー再起動

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0820.1、 しきい値 1

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0820.10: The server must be restarted in order to activate 
configuration changes.

WLSSPI 0820.11: No new configuration changes needing the server 
restart.

指示文 原因 : 設定変更を有効化するには、 サーバーを再起動する必要があるこ

とを示します。

影響 : サーバーが再起動されるまで、 設定された変更は行われません。

処置 : サーバーを再起動してください。

レポート  タイプ なし

領域 Server
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メ ト リ ッ ク  B821_Suspnded 

モニター ポリシー名 WLSSPI_0821

メ ト リ ック名 B821_Suspnded

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 RequestManager 一時停止

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0821.1、 しきい値 1

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0821.10: Thread pool RequestManager is suspended.

WLSSPI 0821.11: Thread Pool RequestManager is running.

指示文 原因 : RequestManager が一時停止されているこ とを示します。

影響 : 一時停止されている  Manager は、 RequestManager が再開され

るまで動作の待機解除とスレッ ドのディ スパッチを行いません。

処置 : 実行スレッ ド  プールの調整については、 使用している  WebLogic 
Server バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照して くだ

さい。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

レポート  タイプ なし

領域 ThreadPool
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メ ト リ ッ ク  B822_DstroydTlCnt  

モニター ポリシー名 WLSSPI_0822

メ ト リ ック名 B822_DstroydTlCnt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成

説明 プールからの bean インスタンスがプールからスローされたアプリ ケー

シ ョ ン以外の例外によって無効化された合計回数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0822.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0822.10: # of times a bean instance from this pool was 
destroyed due to a non-application Exception being thrown from it 
(<$VALUE>) too high (>= <$THRESHOLD>)

WLSSPI 0822.11: # of times a bean instance from this pool was 
destroyed due to a non-application Exception being thrown from it 
(<$VALUE>) is within the threshold(<$THRESHOLD>).

指示文 原因 : このプールからの bean インスタンスがプールからスローされた

アプリ ケーシ ョ ン以外の例外によって無効化された合計回数が示されて

います。 

影響 : この EJB に関連するビジネス  ロジッ クが正常に完了していませ

ん。 この動作はアプリ ケーシ ョ ンの応答時間に影響します。

処置 : スローされた例外を確認し、 使用している  WebLogic Server バー

ジ ョ ンのマニュアルを参照して ください。 このドキュ メン トは、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html から入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ なし

領域 EJBPool
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メ ト リ ッ ク  B823_EJBMssdCntRtSum  

モニター ポリシー名 WLSSPI_0823

メ ト リ ック名 B823_EJBMssdCntRtSum

メ ト リ ック  タイプ 警告通知、 グラフ作成、 レポート作成

説明 フ リー プールからインスタンスを取得するために行った試行が失敗した

回数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0823.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0823.10: # of times a failed attempt was made to get an 
instance from the free pool (<$VALUE>) too high (>= 
<$THRESHOLD>)

WLSSPI 0823.11: # of times a failed attempt was made to get an 
instance from the free pool (<$VALUE>)is within the threshold 
(<$THRESHOLD>)

指示文 原因 : フ リー プールからインスタンスを取得するために行った試行が失

敗した合計回数 

影響 : プールに使用可能なインスタンスがない場合、 プールから  bean 
を取得する試行は失敗します。 これによ り、 ビジネス  ロジッ クの実行に

遅延が発生し、 アプリ ケーシ ョ ンの応答時間が遅くなり ます。

処置 : max-beans-in-free-pool 要素の設定が低すぎないこ とを確認しま

す。 また、 bean のインスタンスが使用できない場合、 WebLogic Server 
は新しいインスタンスを割り当てよ う と しますが、 実際には実行可能な

スレッ ドの数によって制限されます。 ほとんどの場合、 各スレッ ドには

大で 1 つの bean インスタンスが必要です。

EJB パラ メータの調整については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してください。 こ
のドキュ メン トは、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html か
ら入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ 自動アクシ ョ ン、 オペレータ起動

領域 EJBPool
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メ ト リ ッ ク  B824_EJBMssdCntRt  

モニター ポリシー名 WLSSPI_0824

メ ト リ ック名 B824_EJBMssdCntRt

メ ト リ ック  タイプ 警告通知

説明 フ リー プールからインスタンスを取得するために行った試行が失敗した 
1 分あたりの回数

使用可能な WebLogic Server 
のバージョ ン

10.x

重要度 : 条件 注意域 : WLSSPI-0824.1、 しきい値 10

収集間隔 15 分

メ ッセージ グループ WebLogic

メ ッセージ テキスト WLSSPI-0824.10: # of times a failed attempt was made to get an 
instance from the free pool (<$VALUE>) too high (>= 
<$THRESHOLD>)

WLSSPI 0824.11: # of times a failed attempt was made to get an 
instance from the free pool (<$VALUE>)is within the threshold 
(<$THRESHOLD>)

指示文 原因 : フ リー プールからインスタンスを取得するために行った試行が失

敗した合計回数 

影響 : プールに使用可能なインスタンスがない場合、 プールから  bean 
を取得する試行は失敗します。 これによ り、 ビジネス  ロジッ クの実行に

遅延が発生し、 アプリ ケーシ ョ ンの応答時間が遅くなり ます。

処置 : max-beans-in-free-pool 要素の設定が低すぎないこ とを確認しま

す。 また、 bean のインスタンスが使用できない場合、 WebLogic Server 
は新しいインスタンスを割り当てよ う と しますが、 実際には実行可能な

スレッ ドの数によって制限されます。 ほとんどの場合、 各スレッ ドには

大で 1 つの bean インスタンスが必要です。

EJB パラ メータの調整については、 使用している  WebLogic Server 
バージ ョ ンの 『パフォーマンス  チューニング』 を参照してください。 こ
のドキュ メン トは、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html か
ら入手できます。

免責事項 : 上記の URL をク リ ッ クする と、 HP 以外のサイ トに移動しま

す。 HP は、 非 HP サイ トのコンテンツを管理していません。

レポート  タイプ なし

領域 EJBPool
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WebLogic SPI ログファイルのポリシー

こ こでは、 WebLogic Server および WebLogic SPI のロ グ フ ァ イルを監視する  Smart Plug-in for BEA
WebLogic Server (WebLogic SPI) ポ リシーについて説明します。 このポ リシーは、 WebLogic SPI 内部への

エラー メ ッセージと  WebLogic Server XML 設定ファイルへの変更を検出します。

WLSSPI エラー ログ

このログファ イル ポ リシーは、 以下にある  WLSSPI ログ ファ イルを監視します。

%OvAgentdir%\wasspi\wls\log\wasspi_perl.log

説明 WebLogic SPI のエラー ログを監視し、 メ ッセージ ブラウザに送信される重大な

エラーを検出します。 

Severity 危険域

メ ッセージ グループ WLSSPI

指示文 WASSPI-1 から  WASSPI-232 と して検出された各エラーに使用可能です。 すべて

のエラー メ ッセージに対する詳細な指示文については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for BEA WebLogicServer 設定ガイ ド』 の第 6 章を参照してください。
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WebLogic ログ テンプレート

WLSSPI Java Discovery エラー ログ

このログファ イル ポ リシーは、 以下にある  WLSSPI 検出ログ ファ イルを監視します。

%OvAgentdir%\wasspi\wls\log\discovery.log

WLSSPI Java Collector エラー ログ

このログファ イル ポ リシーは、 以下にある  WLSSPI 検出ログ ファ イルを監視します。

%OvAgentdir%\wasspi\wls\log\collector.log

説明 WebLogic Server のログ ファ イルから重大なエラーと警告を検出します。

Severity
危険域

注意域

メ ッセージ グループ WebLogic

指示文

原因 : "Emergency" または "Critical" のインジケータが付く メ ッセージが 
WebLogic Server のログ ファ イルで検出されました。

OR

"Notice"、 "Error" または "Alert"のインジケータが付く。

処置 : エラーを確認し、 WebLogic Server のマニュアルまたはオンライン ヘルプを

使用して、 正確な原因と処置を判断してください。

説明 WLSSPI Java Discovery エラー ログを監視します。

Severity

正常

重要警戒域

危険域

注意域

メ ッセージ グループ WLSSPI

指示文

WASSPI-1 から  WASSPI-254 と して検出された各エラーに使用可能です。 すべて

のエラー メ ッセージに対する詳細な指示文については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for BEA WebLogicServer 設定ガイ ド』 の第 6 章を参照してください。
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説明 WLSSPI Java Collector エラー ログを監視します。

Severity

正常

重要警戒域

危険域

注意域

メ ッセージ グループ WLSSPI

指示文

WASSPI-1 から  WASSPI-254 と して検出された各エラーに使用可能です。 すべて

のエラー メ ッセージに対する詳細な指示文については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for BEA WebLogicServer 設定ガイ ド』 の第 6 章を参照してください。
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第2章 WebLogic SPI のツール、 レポート、 および

グラフ
この章では、WebLogic SPI のツール、 レポート、およびグラフについて説明します。 これらの ト ピッ クの詳

細は、『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server for UNIX インス トールおよび設定ガイ ド』

を参照して ください。

ツール

WebLogic SPI では、 WebLogic Server を使用するシステムを一元的に監視して管理できるツールが提供さ

れます。 WebLogic SPI ツールでは、 特定の管理ノード上のサーバー インスタンスを選択し、 そのインスタ

ンス と管理サーバーの接続を設定できます。 WebLogic SPI ツールには、設定、 ト ラブルシューティング、 レ

ポート生成ユーティ リ ティがあ り ます。 [登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウでは、 WebLogic SPI ツールは

以下のツール グループに分類されます。

• WebLogic Admin

• メ ト リ ッ ク  レポート

• SAP Admin

• JMX Metric Builder: このツール グループは、 SPIJMB ソフ ト ウェア バンドルをインス トールしてい

る場合にのみ利用できます。

レポート

レポート では、 統合的な履歴データが、 管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式で Web ページと して生成されま

す。 このレポート を参考にして、 一定期間の WebLogic Server のパフォーマンスを分析できます。 このセク

シ ョ ンでは、 WebLogic SPI と  HP Reporter または HP Performance Insight との統合について作成される

レポートについて記述します。

WebLogic SPI 用の HP Reporter のレポート

HP Reporter と  WebLogic SPI との統合によって利用可能になるレポートには、 WebLogic Server システム

上でのサーバーのパフォーマンス と可用性に関する統合されたデータが表示されます。 また、 その他のレ

ポートには、単一システムのデータが表示されます。 これらのレポートは、WebLogic SPI レポート  パッケー

ジを Reporter の Windows システムにインス トールした翌日から利用可能となり ます。
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以下の表に、 すべての定義済みレポート を示します。

 

表 4　 　パフォーマンス

レポートのタイ トル 説明

WebLogic の
バージョ ン Metric

上位 20 のキューの

スループッ ト

すべてのサーバーについての上位 20 の実行キュー

の平均スループッ ト を示します。 
9.x、 10.x 10

上位 20 のサーブレッ ト平均

実行時間

すべてのサーバーについての上位 20 の要求された

サーブレッ トの平均実行時間を示します。

サーブレッ ト名と と もに、 関連するアプリ ケーシ ョ

ン名も表示されます。

9.x、 10.x 240

上位 20 のサーブレッ トの

要求率

上位 20 のサーバーが受信するサーブレッ トの要求

率の合計を示します。

サーブレッ ト名と と もに、 関連するアプリ ケーシ ョ

ン名も表示されます。

9.x、 10.x 242

実行キューのスレッ ドの

使用率

すべてのサーバーの上位 20 の実行キューについて、

実行キューのスレッ ドの利用率をパーセン トで表示

します。

9.x、 10.x 11

上位 20 の平均ト ランザク

シ ョ ン スループッ ト

上位 20 のサーバーについて、 平均ト ランザクシ ョ

ン スループッ ト を示します。

9.x、 10.x 76

上位 20 の EJB の
フ リー プール待機率

上位 20 のサーバーについて、 利用可能になるまで

要求が EJB を待機した 1 分あたりの回数を示しま

す。

9.x、 10.x 25

上位 20 の EJB のタイム

アウ ト率

上位 20 のサーバーについて、 EJB が利用可能にな

るまで待機している間に要求がタイムアウ トになっ

た 1 分あたりの回数を示します。

9.x、 10.x 26

上位 20 の EJB のト ランザ

クシ ョ ン スループッ ト

上位 20 のサーバーについて、 EJB の平均ト ランザ

クシ ョ ン スループッ ト を示します。

9.x、 10.x 35

表 5　 　可用性

レポートのタイ トル 説明

WebLogic の
バージョ ン Metric

Server Availability 
(サーバーの可用性 )

すべてのサーバーについて、 アップタイムとダウン

タイムの割合を示す、 日ごとのヒ ス ト グラムを記載

しています。

9.x、 10.x 2
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.

WebLogic SPI 用の HP Performance Insight レポート

HP Performance Insight と  WebLogic SPI と の統合によ って利用可能になる レポー ト には、 WebLogic
Server システム上でのサーバーのパフォーマンス と可用性に関する統合されたデータが表示されます。

WebLogic SPI レポー ト の詳細と、 HP Performance Insight への WebLogic SPI の統合方法については、

『Application Server Report Pack User Guide』 を参照してください。

表 6　 　単一システム レポート

レポートのタイ トル 説明

WebLogic の
バージョ ン Metric

Server Availability Details
(サーバーの可用性の詳細 )

各 WebLogic Server について、 日ごとおよび 1 時
間ごとのアップタイム (分 ) を示すスペク トル グラ

フを記載しています。

9.x、 10.x 2

JDBC のスループッ トおよ

び接続の使用率

各 WebLogic Server について、 JDBC 接続プール

の使用率に対するスループッ ト をチャートで示しま

す。 JDBC データ  ソース と関連するアプリ ケーシ ョ

ン名 (存在する場合) を表示します。 

9.x、 10.x 260, 262

JMS サーバー上のバイ ト数

単位のスループッ トおよび

使用率

各 WebLogic Server について、 キューの使用率に

対するスループッ ト  (JMS サーバー上の宛先につい

てのバイ ト数単位 ) をチャートで示します。

9.x、 10.x 252, 256

JMS サーバー上のメ ッセー

ジ件数単位のスループッ ト

および使用率

各 WebLogic Server について、 キューの使用率に

対するスループッ ト  (JMS サーバー上のメ ッセージ

件数単位 ) をチャートで示します。

9.x、 10.x 251, 255

サーバーについてのキュー

の使用率とスループッ ト

各 WebLogic Server について、 スレッ ドの使用率

に対するスループッ ト を示します。

9.x、 10.x 10,11

サーバーについての上位 20 
のサーブレッ ト要求率

日ごとの上位 20 のサーブレッ トについての要求率 
(秒単位の要求 )のスタッ ク  エリ ア チャートおよび

各 WebLogic Server についての上位 100 のサーブ

レッ トについてのデータの表を示します。

9.x、 10.x 242

サーバーについての ト ラン

ザクシ ョ ン スループッ ト

各 WebLogic Server について、 日ごとの平均ト ラ

ンザクシ ョ ン スループッ ト を示します。

9.x、 10.x 76

ト ランザクシ ョ ン ロール

バッ ク  タイプ

各 WebLogic Server について、 エラー タイプごと

の ト ランザクシ ョ ン ロールバッ クを示します。

9.x、 10.x 72-75

上位 20 のステート フル EJB 
とエンティティ  EJB の
キャ ッシュ使用率

各 WebLogic Server について、 上位 20 の EJB に
ついての EJB キャ ッシュ使用率をパーセン トで示

します。 EJB インスタンス と と もに、 関連するアプ

リ ケーシ ョ ン名も表示されます。

9.x、 10.x 238
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以下の表に、 すべての定義済みレポート を示します。

レポートのタイ トル 説明 Metric

サーバーの可用性 : 
スループッ ト

サーバー可用性チャートは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーの可用性

のステータスを時間、 日、 月単位で表します。 ト ランザクシ ョ ン 
スループッ ト  チャートは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーで毎秒処理

される ト ランザクシ ョ ン数を表示します。

2, 76

EJB プール使用率 EJB プールの使用率 235

JDBC のスループッ ト : 
使用率

接続プールの JDBC 接続のうち、 使用可能な接続の割合と、 接続

プールの接続を使用する  1 秒あたりのク ライアン ト数

260, 262

準リ アルタイム サーバー

可用性

過去 6 時間のサーバーのステータス 2, 76

サーブレッ トの要求率 : 
応答時間

サーブレッ トの要求率は、 1 秒あたりのサーブレッ トの要求数を示

します。 サーブレッ トの応答時間チャートは、 各サーブレッ トの平

均実行時間を示します。

240, 242

EJB キャ ッシュ使用率 キャ ッシュ内の EJB の使用率 238

EJB ト ランザクシ ョ ン 
レポート

EJB フ リー プール待機率は、 フ リー プールからステート レスな 
Session Bean を利用できなかった 1 分あたりの回数を示します。 
EJB ロード  タイムアウ ト率は、 EJB の待機中にクライアン トがタ

イムアウ ト した回数を示します。 EJB ト ランザクシ ョ ン スルー

プッ トは、 1 秒あたりの EJB ト ランザクシ ョ ンの数を示します。

25, 26, 
35

実行キュー スループッ ト : 
使用率

実行キュー スループッ ト率は、 実行キューで 1 秒あたりに処理さ

れた要求の数を示します。 キュー使用率のグラフには、 サーバーの

実行キューに対して使用されるスレッ ドの割合が示されます。

10, 11

JMS のスループッ ト :
使用率

JMS スループッ ト  レポートは、 JMS を通過した 1 秒あたりの

メ ッセージ数およびバイ ト数を示します。 JMS 使用率レポートは、

JMS キューの使用率をメ ッセージ数およびバイ ト数に基づいて示

します。

251, 
252, 
255, 256

準リ アルタイム実行キュー 
スループッ ト : 使用率

過去 6 時間の実行キューのスループッ トおよび使用率の傾向 10, 11

サーバー ト ランザクシ ョ ン 
ロールバッ ク

リ ソース、 アプリ ケーシ ョ ン、 タイムアウ ト、 システム エラーが

原因でロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

72 - 75
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グラフ

以下の表に、 収集されたメ ト リ ッ ク値のマップ可能なグラフを示します。 View Graphs ツールを使用して、

下の表にリ ス ト されている メ ト リ ッ クのグラフを表示できます。 このグラフは、 Web ブラウザで表示されま

す。 

表 7　 　 JVM

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B005_JVMMemUtilPct JVM で使用される ヒープ空間の割合 

B819_JVMHeapFreeMem JVM ヒープ空き メモ リ  (KB 単位 )

表 8　 　サーバーのパフォーマンス

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B010_ExQueThruRate 実行キューで 1 秒あたりに処理される要求の数。

B011_ExQThrdUtilPct サーバーの実行キューに使用されているスレッ ドの割合。

B012_ExQueWaitCnt 提供されるまで待機しているク ライアン トの要求数

B013_ SocketTrafficRt 1 秒当たりに開かれるソケッ ト接続の数

B014_ActiveSocketCnt 開かれているソケッ ト接続の数

表 9　 　 Enterprise Java Beans (EJB)

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B025_EJBPoolWtRtSum フ リー プールから  EJB bean を利用できなかった 1 分当たりの回数

B026_EJBTimeoutRtSum EJB Bean の待機中にク ライアン トがタイムアウ ト した 1 分あたりの

回数

B035_EJBTranThruRt 1 秒当たりの EJB ト ランザクシ ョ ンの数

B036_EJBTranRbRt 1 秒当たりの、 ロールバッ ク される  EJB ト ランザクシ ョ ンの数

B822_DstroydTlCnt プールからの bean インスタンスがプールからスローされたアプリ

ケーシ ョ ン以外の例外によって無効化された合計回数

B823_EJBMssdCntRt
Sum

フ リー プールからインスタンスを取得するために行った試行が失敗し

た回数
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表 10　 　 JDBC

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B061_JDBCConPlWtCnt 接続プールからの接続を取得するために待機しているク ライアン トの

数

B063_JDBCConLkRtSum 接続プール内で閉じられていない JDBC 接続と、 大待ち時間を超え

た JDBC 接続の 1 分あたりの数

表 11　 　 コネクタ  サービス

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B078_CnctrLeakRtSum 接続プール内で閉じていないコネクタ接続と、 大待ち時間を超えた

コネクタ接続の 1 秒あたりの数

表 12　 　 ト ランザクシ ョ ン

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B070_TranAveTime ト ランザクシ ョ ンの平均コ ミ ッ ト時間

B071_TranRollbackPct 合計を基準と した場合のト ランザクシ ョ ン ロールバッ クの割合

B072_TranResErrRbPct リ ソース  エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

B073_TranAppErrRbPct アプリ ケーシ ョ ン エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ン

の割合

B074_TranTimErrRbPct タイムアウ ト  エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割

合

B075_TranSysErrRbPct システム エラーのためロールバッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

B076_TranThruRate 1 秒当たりに処理される ト ランザクシ ョ ンの数

B077_TranHeurCnt 試行錯誤的な決定を返すト ランザクシ ョ ンの割合

B079_TranCapUtil ト ランザクシ ョ ン容量の使用率

表 13　 　 クラスタ

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B080_ClsOutMesFailRt 1 分あたりにク ラスタに再送されたマルチキャス ト  メ ッセージの数

B081_ClsInMesFailRt サーバーで失われた、 ク ラスタからの 1 分あたりのマルチキャス ト  
メ ッセージ数

表 14　 　セキュリテ ィ

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B085_InvLoginAttCnt 無効なログイン試行の数
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表 15　 　WebLogic Time Service

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B091_TimeSerThruRt 1 秒当たりに実行される ト リガーの数

表 16　 　 Server

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B820_SrvrRestReqrd 要サーバー再起動

表 17　 　スレッ ド  プール

メ ト リ ック番号および名前 メ ト リ ッ クの説明

B821_Suspnded RequestManager 一時停止
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A WebLogic SPI ゴールデン メ ト リ ッ ク
ゴールデン メ ト リ ッ ク とは、 WebLogic Server の基本的機能を監視する一連のメ ト リ ッ クです。 ゴールデン

メ ト リ ッ クは、 WebLogic Server で危険域や重要警戒域のイベン トが発生した場合に、 メ ッセージの送信が

求められるよ うなク リ ティカルな領域 (サーバー ステータスなど ) を扱います。 ゴールデン メ ト リ ッ クを実

装し、 これらのメ ト リ ッ クによって生成されるイベン トに対してアクシ ョ ンを実行するこ とで、 WebLogic
Server を円滑に機能させるこ とができます。

表 18　 　ゴールデン メ ト リ ック

メ ト リ ック  タイプ メ ト リ ック名

可用性 メ ト リ ッ ク  B001_ServerStatus

JVM メ ト リ ッ ク  B005_JVMMemUtilPct

パフォーマンス メ ト リ ッ ク  B011_ExQThrdUtilPct

EJB メ ト リ ッ ク  B026_EJBTimeoutRt

メ ト リ ッ ク  B036_EJBTranRbRt

ト ランザクシ ョ ン メ ト リ ッ ク  B071_TranRollbackPct

メ ト リ ッ ク  B072_TranResErrRbPct

メ ト リ ッ ク  B073_TranAppErrRbPct

メ ト リ ッ ク  B074_TranTimErrRbPct

メ ト リ ッ ク  B075_TranSysErrRbPct

ク ラスタ メ ト リ ッ ク  B080_ClsOutMesFailRt

メ ト リ ッ ク  B081_ClsInMesFailRt

メ ト リ ッ ク  B082_ClusterHealth

サーブレッ ト メ ト リ ッ ク  B242_ServletReqRate

Web アプリ ケーシ ョ ン メ ト リ ッ ク  B245_WebAppSessionCnt

Java Message Service (JMS) メ ト リ ッ ク  B251_JMSUtilByMessagePct

メ ト リ ッ ク  B252_JMSUtilByBytePct

JDBC メ ト リ ッ ク  B260_JDBCConnectionPoolUtil

メ ト リ ッ ク  B264_JDBCConnectionPoolFailures

コネクタ メ ト リ ッ ク  B270_ConnectorConnectionPoolUtil

XML キャ ッシュ メ ト リ ッ ク  B287_ReqMaxWaitTime
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B WebLogic Server サーバー用のデータ  ストア 
テーブル
WebLogic SPI では、 データ収集手順が円滑に行えるよ うに、 ノード上のデータ  ス ト アに WebLogic SPI メ
ト リ ッ ク用の次のデータ  テーブルが作成されます。

表 19　 　WebLogic SPI のデータ  ストア メ ト リ ッ ク

テーブル名 領域 メ ト リ ックの説明 列名

WLSSPI_RPT_METRI
CS

Server サーバーのステータス : 
レポート作成

B002_ServerStatusRep

WLSSPI_METRICS JVM JVM で使用される ヒープ

空間の割合

B005_JVMMemUtilPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

ThreadPool 実行キューで 1 秒あたり

に処理される要求の数

B010_ExQueThruRate

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

ThreadPool サーバーの実行キューに

使用されているスレッ ド

の割合

B011_ExQThrdUtilPct

WLSSPI_METRICS ThreadPool 提供されるまで待機して

いるク ライアン トの要求

数

B012_ExQueWaitCnt

WLSSPI_METRICS Server 1 秒当たりに開かれるソ

ケッ ト接続の数

B013_SocketTrafficRt

WLSSPI_METRICS Server 開かれているソケッ ト接

続の数

B014_ActiveSocketCnt

WLSSPI_METRICS Server 許容可能な再起動の発生

する割合

B015_SrvrRestartsPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB フ リー プールから  EJB 
Bean を利用できなかった 
1 分当たりの回数

B025_EJBPoolWtRtSum

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB EJB Bean の待機中にク ラ

イアン トがタイムアウ ト

した 1 分あたりの回数

B026_EJBTimeoutRtSum

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB 1 秒当たりの EJB ト ラン

ザクシ ョ ンの数

B035_EJBTranThruRt
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WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB 1 秒当たりの、 ロールバッ

ク される  EJB ト ランザク

シ ョ ンの数

B036_EJBTranRbRt

WBSSPI_METRICS

WBSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC 接続プールからの接続を

取得するために待機して

いるク ライアン トの数

B061_JDBCConPlWtCnt

WLSSPI_METRICS JDBC 閉じられていない JDBC 
接続と、 大待ち時間を

超えた JDBC 接続の数

B063_JDBCConLkRtSum

WLSSPI_METRICS JDBC ト ランザクシ ョ ンの平均

コ ミ ッ ト時間

B070_TranAveTime

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC ロールバッ ク された ト ラ

ンザクシ ョ ンの割合

B071_TranRollbackPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC リ ソース  エラーのため

ロールバッ ク された ト ラ

ンザクシ ョ ンの割合

B072_TranResErrRbPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC アプリ ケーシ ョ ン エラー

のためロールバッ ク され

た ト ランザクシ ョ ンの割

合

B073_TranAppErrRbPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC タイムアウ ト  エラーのた

めロールバッ ク された ト

ランザクシ ョ ンの割合

B074_TranTimErrRbPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC システム エラーのため

ロールバッ ク された ト ラ

ンザクシ ョ ンの割合

B075_TranSysErrRbPct

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC 1 秒当たりに処理される ト

ランザクシ ョ ンの数

B076_TranThruRate

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC ヒ ューリ スティ ッ クな決

定を返すト ランザクシ ョ

ンの割合

B077_TranHeurCnt

WLSSPI_METRICS JDBC 閉じていないコネクタ接

続と、 大待ち時間を超

えたコネクタ接続の数

B078_CnctrLeakRtSum

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC ト ランザクシ ョ ン容量の

使用率

B079_TranCapUtil

表 19　 　WebLogic SPI のデータ  ストア メ ト リ ッ ク

テーブル名 領域 メ ト リ ックの説明 列名
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WLSSPI_METRICS ク ラスタ 1 分あたりにク ラスタに再

送されたマルチキャス ト  
メ ッセージの数

B080_ClsOutMesFailRt

WLSSPI_METRICS ク ラスタ サーバーで失われた、 ク

ラスタからの 1 分あたり

のマルチキャス ト  メ ッ

セージ数

B081_ClsInMesFailRt

WLSSPI_METRICS Server 無効なログイン試行の回

数

B085_InvLoginAttCnt

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

ThreadPool 実行キューで 1 秒あたり

に処理される要求の平均

数

B092_ExQueThroughput

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB 使用中のキャッシュ内の 
EJB の割合

B238_EJBCacheHitPct

WLSSPI_RPT_METRI
CS

WebModule サーブレッ トの平均実行

時間 ( ミ リ秒 )
B240_ServletAveExecTime

WLSSPI_RPT_METRI
CS

WebModule サーブレッ トで費やされ

る時間

B241_ServletTimeCnt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

WebModule 1 秒あたりのサーブレッ ト

の要求数

B242_ServletReqRate

WLSSPI_RPT_METRI
CS

WebModule Web アプリ ケーシ ョ ンの

オープン セッシ ョ ンの数

B245_WebAppSessionCnt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

WebModule Web アプリ ケーシ ョ ンが

実行している  1 秒あたり

のオープン セッシ ョ ンの

数

B246_WebAppHitRt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JMS いっぱいになった JMS 
サーバーの割合 (すべての

メ ッセージ数ベース )

B251_JMSUtilByMessagePct

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JMS いっぱいになった JMS 
サーバーの割合 (総バイ ト

数ベース )

B252_JMSUtilByBytePct

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JMS サーバーで設定したしきい

値条件に達し  た時間の割

合 (メ ッ セージ数ベース )

B253_JMSThreshByMessageP
ct

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JMS サーバーで設定したしき

い値条件に達し  た時間の

割合 (総バイ ト数ベース )

B254_JMSThreshByBytePct

表 19　 　WebLogic SPI のデータ  ストア メ ト リ ッ ク

テーブル名 領域 メ ト リ ックの説明 列名
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WLSSPI_RPT_METRI
CS

JMS 1 秒あたりに JMS サー

バーを通じて渡された

メ ッセージの数

B255_JMSServerThruMessag
eRt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JMS 1 秒あたりに JMS サー

バーを通じて渡されたバ

イ ト数

B256_JMSServerThruByteRt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC 接続プール内の使用可能

な JDBC 接続の使用率

B260_JDBCConnectionPoolUt
il

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC 1 秒あたりに接続プールで

処理されるク ライアン ト

の数

B262_JDBCConnectionPoolTh
ruRt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC JDBC 接続プールのリー

クした接続の割合

B263_JDBCConLkRt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JDBC JDBC 接続プールの接続

遅延

B265_JDBCConTime

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JCA 接続プール内の使用可能

な JCA 接続の使用率

B270_CnctrPoolUtil

WLSSPI_RPT_METRI
CS

JCA JCA 接続プールのリーク

した接続の割合

B278_CnctrLeakRt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

Server XML パーサーでの外部参

照が含まれるディ スクに

キャ ッシュされたエン ト

リの総数

B281_XMLCacheDskSize

WLSSPI_RPT_METRI
CS

Server XML パーサーでの外部参

照が含まれる メモ リに

キャ ッシュされたエン ト

リの総数

B282_XMLCacheMemSize

WLSSPI_METRICS ThreadPool 保留状態の要求の数 B283_DeferredReqsCnt

WLSSPI_METRICS ThreadPool スレッ ド要求待ち時間 B284_ReqWaitTimThrd

WLSSPI_METRICS ThreadPool 保留状態の要求の数 B285_PendingReqCount

表 19　 　WebLogic SPI のデータ  ストア メ ト リ ッ ク

テーブル名 領域 メ ト リ ックの説明 列名
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WLSSPI_METRICS Server 保留状態の要求の割合 B286_PendingReqPct

WLSSPI_METRICS ThreadPool スレッ ド 要求 長待ち時間 B287_ReqMaxWaitTime

WLSSPI_METRICS ThreadPool スタンバイ  プールのス

レッ ド数

B288_StandbyThrdCnt

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB 処理されたメ ッセージ数 B289_MDBProcMsgRate

WLSSPI_RPT_METRI
CS

Server WebLogic ド メ イン構成、

ク ラスタ情報、 および物

理的なコンピュータ

B812_DomainInfo

WLSSPI_METRICS JVM JVM ヒープ空き メモ リ  
(KB 単位 )

B819_JVMHeapFreeMem

WLSSPI_METRICS Server 要サーバー再起動 B820_SrvrRestReqrd

WLSSPI_METRICS Server RequestManager 一時停

止

B821_Suspnded

WLSSPI_METRICS EJB プールからの bean インス

タンスがプールからス

ローされたアプリ ケー

シ ョ ン以外の例外によっ

て無効化された合計回数

B822_DstroydTlCnt

WLSSPI_METRICS

WLSSPI_RPT_METRI
CS

EJB フ リー プールからインス

タンスを取得するために

行った試行が失敗した回

数

B823_EJBMssdCntRtSum

表 19　 　WebLogic SPI のデータ  ストア メ ト リ ッ ク

テーブル名 領域 メ ト リ ックの説明 列名
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C レポート用のデータ  ストアの詳細
WebLogic SPI では、 WebLogic Server のレポート用に、 次のデータ  ス ト アの詳細が作成されます。

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ

a_wls_availability.rpt 
g_wls_availability.rpt 
s_wls_availability_details
.rpt 
a_wls_availability.rpt 
g_wls_availability.rpt 
s_wls_availability_details
.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI-05min

SYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME
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a_wls_perf_server_tput_
top.rpt 
g_wls_perf_server_tput_
top.rpt 
s_wls_perf_load_exec_
queues.rpt 
a_wls_perf_server_tput_
top.rpt 
g_wls_perf_server_tput_
top.rpt 
s_wls_perf_load_exec_
queues.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI-15min

SYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

a_wls_load_exec_util_top.
rpt 
g_wls_load_exec_util_top.
rpt 
s_wls_perf_load_exec_qu
eues.rpt 
a_wls_load_exec_util_top.
rpt 
g_wls_load_exec_util_top.
rpt 
s_wls_perf_load_exec_
queues.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0011

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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a_wls_load_ejb_pool_rate
_top.rpt 
g_wls_load_ejb_pool_rate
_top.rpt 
a_wls_load_ejb_pool_rate
_top.rpt 
g_wls_load_ejb_pool_rate
_top.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0025

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

a_wls_load_ejb_timeout_
rate_top.rpt 
g_wls_load_ejb_timeout_
rate_top.rpt 
a_wls_load_ejb_timeout_
rate_top.rpt 
g_wls_load_ejb_timeout_
rate_top.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0026

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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a_wls_perf_ejb_trans_
tput_top.rpt 
g_wls_perf_ejb_trans_
tput_top.rpt 
a_wls_perf_ejb_trans_
tput_top.rpt 
g_wls_perf_ejb_trans_
tput_top.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0035

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

s_wls_trans_rollback_
percent.rpt 
s_wls_trans_rollback_
percent.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0072

WLSSPI-05minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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s_wls_trans_rollback_
percent.rpt 
s_wls_trans_rollback_
percent.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0073

WLSSPI-05minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

s_wls_trans_rollback_
percent.rpt 
s_wls_trans_rollback_
percent.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0074

WLSSPI-05minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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s_wls_trans_rollback_
percent.rpt 
s_wls_trans_rollback_
percent.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0075

WLSSPI-05minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

a_wls_perf_trans_tput_
top.rpt 
g_wls_perf_trans_tput_
top.rpt 
s_wls_trans_throughput.
rpt 
a_wls_perf_trans_tput_
top.rpt 
g_wls_perf_trans_tput_
top.rpt 
s_wls_trans_throughput.
rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI-05min

SYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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s_wls_state_ejb_cache_
util_top.rpt 
s_wls_state_ejb_cache_
util_top.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0238

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

a_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
g_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
s_wls_servlet_request_
rate.rpt 
a_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
g_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
s_wls_servlet_request_
rate.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0240

WLSSPI-1hSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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a_wls_load_svlt_req_top.
rpt 
a_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
g_wls_load_svlt_req_top.
rpt 
g_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
s_wls_servlet_request_
rate.rpt 
a_wls_load_svlt_req_top.
rpt 
a_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
g_wls_load_svlt_req_top.
rpt 
g_wls_servlet_exec_time_
top.rpt 
s_wls_servlet_request_
rate.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0242

WLSSPI-1hSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

s_wls_perf_load_jms_
servers_msg.rpt 
s_wls_perf_load_jms_
servers_msg.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0251

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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s_wls_perf_load_jms_
servers_byte.rpt 
s_wls_perf_load_jms_
servers_byte.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0252

WLSSPI-15minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

s_wls_perf_load_jms_
servers_msg.rpt 
s_wls_perf_load_jms_
servers_msg.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI-15min

SYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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s_wls_perf_load_jms_
servers_byte.rpt 
s_wls_perf_load_jms_
servers_byte.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI-15min

SYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

s_wls_perf_load_jdbc_
conn_pools.rpt 
s_wls_perf_load_jdbc_
conn_pools.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI_0260

WLSSPI-05minSYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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s_wls_perf_load_jdbc_
conn_pools.rpt 
s_wls_perf_load_jdbc_
conn_pools.rpt

WEBLOGIC ID WEBLOGIC WLSSPI-05min

SYSTEMNAME

DATETIME

GMT

SHIFTNAME

METRICID

OBJECTNAME 

SERVERNAME 

SORTID

VALUE

VALUEID

APPLICATIONN
AME

表 20　 　 レポート用のデータ  ストア

レポート名

レポート  
テーブル名

レポート  テーブル

属性

データ  ストア 
クラス名

ポリシー ログ 
データ
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D グラフ用のデータ  ストアの詳細
WebLogic SPI では、 WebLogic Server のグラフ用に、 次のデータ  ス ト アの詳細が作成されます。

表 21　 　グラフ用のデータ  ストア

グラフ名 ポリシー ログ データ SPEC ファイル

データ  ストアの

データ  クラス

JVM 使用率 WLSSPI_0005

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

ThreadPool WLSSPI_0010

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0011

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0012

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

サーバー統計 WLSSPI_0013

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0014

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0015

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

EJB パフォーマンス WLSSPI_0025

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0026

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0035

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0036

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

JDBC プール待機 WLSSPI_0061

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0063

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph
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ト ランザクシ ョ ン 
パフォーマンス

WLSSPI_0070

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

Transaction Rollback 
Percent ( ト ランザク

シ ョ ン ロールバッ クの

割合 )

WLSSPI_0071

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

ト ランザクシ ョ ン 
ロールバッ ク分析

WLSSPI_0072

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0073

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0074

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0075

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

ト ランザクシ ョ ン 
パフォーマンス

WLSSPI_0076

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0077

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

サーバー統計 WLSSPI_0078

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

ト ランザクシ ョ ン 
パフォーマンス

WLSSPI_0079

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

ク ラスタ WLSSPI_0080

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0081

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

セキュ リティ WLSSPI_0085

WLSSPI-05min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

表 21　 　グラフ用のデータ  ストア

グラフ名 ポリシー ログ データ SPEC ファイル

データ  ストアの

データ  クラス
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ThreadPool WLSSPI_0283

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0284

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0285

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0286

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0287

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

WLSSPI_0288

WLSSPI-15min

wasspi_wls_graph.sp wasspi_wls_graph

表 21　 　グラフ用のデータ  ストア

グラフ名 ポリシー ログ データ SPEC ファイル

データ  ストアの

データ  クラス
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